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ゴールでは、下級生がお出迎え！

（４月～８月分）
高島市ごみ減量大作戦

詳しくは20ページをご覧ください。

実施状況
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国
の
経
済
対
策
に
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

　

効
率
的
、
効
果
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
！

普通会計

歳　入

２９３億
９,５８５万円

自主財源
（
３０
.５
％
）

依
存

財
源（６９.５％）

５８億１,１８５  万円
（１９.８％      ）  

市 税

１１０億８,４５６  万円
（３７.７％      ）  

地方交付税

２８億８,９３８  万円
（９.８％      ）  

県支出金

２８億３,６９０  万円
（９.７％      ）  

国庫支出金

２３億８,９０１  万円
（８.１％      ）  

市債

１２億２,７６０  万円
（４.２％      ）  

その他

３１億５,６５３  万円
（１０.７％      ）  

繰越金・繰入金・
諸収入ほか

　

平
成
22
年
度
の
普
通
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
、
２
９
３
億
９
、５
８
５
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
16
億
１
、 

７
６ 

４
万
円
（
５
．８
％
）
の
増
額
と 

な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
全
体
の
75
％
を
占
め
る
一
般

歳  

入

歳  

出

　

歳
出
決
算
額
は
２
８
２
億
２
、２
８ 

５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
15
億
５ 

７
４
万
円
（
５
．６
％
）
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
性
質
別
に
分
析
す
る
と
、
子

ど
も
手
当
の
創
設
や
公
債
費
の
繰
り

上
げ
償
還
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
よ
り

《
義
務
的
経
費
》
に
お
い
て
８
億
５
、 

４
８
２
万
円
の
増
額
、
国
の
経
済
対
策

事
業
で
普
通
建
設
事
業
費
が
伸
び
《
投

資
的
経
費
》
が
５
億
９
、９
８
０
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
選

挙
費
や
除
雪
経
費
な
ど
の
伸
び
に
よ
り

《
物
件
費
》
が
１
、７
８
６
万
円
の
増
と

な
っ
た
ほ
か
、
減
債
基
金
、
特
定
目
的

基
金
へ
の
積
立
に
よ
り
《
積
立
金
》
が

８
億
２
、３
７
４
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、《
補
助
費
等
》
で
は
、
病
院

事
業
会
計
へ
の
負
担
金
が
大
き
い
で
す

が
、
定
額
給
付
金
事
業
の
廃
止
な
ど
で

前
年
度
と
比
べ
５
億
６
、４
８
２
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
ほ
か
、《
繰
出
金
》

も
下
水
道
事
業
費
が
縮
小
し
た
こ
と
か

ら
１
億
９
、０
３
３
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
11
億
７
、３ 

０
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち
23
年
度
に
繰

り
越
し
た
事
業
に
必
要
な
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
、
６
億
７
３
１
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
国
の
経
済
対
策
に

歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
ま
た
経
済
対

策
に
よ
る
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
と
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の
経
済
対
策

に
よ
る
交
付
金
は
一
過
性
の
も
の
で
あ

り
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
が
回

復
基
調
に
転
じ
る
ま
で
、
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
効
率
的
、
効
果

的
な
財
政
運
営
を
念
頭
に
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
、
ど
の
よ
う
な
事
業
や
施
策
に
予
算
が
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
質
６
億
円
の

黒
字
決
算

※おことわり…表やグラフの金額
は、１万円未満を切り捨てている
ため、合計が一致しない場合があ
ります。

財
源
は
、
２
２
０
億
８
、２
４
９
万

円
で
、
こ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
含
む
経
常
一
般
財
源
（
毎
年
経

常
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般
財
源
）
は
、

１
８
６
億
２
、９
７
５
万
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
８
億
５
、６
０
６
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
が
５
億
１
４

１
万
円
増
額
と
な
っ
た
こ
と
や
、
償
還

費
用
が
後
年
度
の
地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
が
５
億
３
、 

５
７
５
万
円
の
増
と
な
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
整
備
事
業
に
対
す
る

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
な
ど
、
国
の

財
源
を
伴
う
県
支
出
金
が
12
億
５
、 

５
６
４
万
円
増
と
大
幅
な
伸
び
と
な
っ

て
い
る
反
面
、
市
税
に
つ
い
て
は
６
、 

８
７
９
万
円
の
減
で
、
特
に
個
人
市
民

税
の
減
収
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。

２８２億
２,２８５        万円

普通会計

（性質別）歳出

人件費

扶助費

５２億４,２９７万円
（１８.６％      ）

（１１.２％      ）

（１５.３％      ）

（１２.２％      ）

（１０.１％      ）

（１３.４％      ）

（１３.３％      ）

（５.０％      ）

（０.１％      ）

（０.８％      ）

３１億６,９５４万円

公債費

物件費

維持補修費

４３億１,２９５万円

３４億３,６７１万円

補助費等
２８億４,４７４万円

投資的経費

積立金

繰出金

３７億９,６８７万円

投資・出資・貸付金

３７億６,９３８万円

２,０４０万円

１４億３６４万円

２億２,５５９万円

義務的
経
費
（
４
５
．
１
％
）

一
般

行政経費（２３．１％）

２８２億
２,２８５        万円

普通会計

（目的別）歳出

総務費
３３億５,４２７  万円
（１１.９％      ）  

民生費
７２億４,２０９万円
（２５.７％      ）

衛生費
４４億３,０５９  万円
（１５.７％      ）

農林水産業費
１３億９,２１１ 万円

（４.９％      ）

商工費
６億１,５７９  万円

（２.２％      ）

土木費
３１億６,３０８  万円

（１１.２％      ）

消防費
８億９,０６４  万円
（３.１％      ）

教育費
２５億３,４８８     万円

（９.０％      ）

災害復旧費
１,２４９   万円
（０.０％      ）

公債費
４３億１,２９５  万円

（１５.３％      ）  

議会費
１億６,４４４   万円

（０.６％      ）

労働費
１億９４７  万円
（０.４％      ）

性質別歳出　用語の説明
人　件　費　　職員の給与、議員の報酬などの経費
扶　助　費　　高齢者福祉や児童福祉など社会保障に必要な
　　　　　　　経費
公　債　費　　借金返済のための経費
物　件　費　　消耗品や備品購入、委託料などの経費

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

維持補修費　　施設の維持補修のための経費
補 助 費 等　　各種団体への補助金や負担金などの経費
投資的経費　　公共施設の整備、改修に必要な経費
積　立　金　　将来の財源不足や支出に備えて積み立てる経費
繰　出　金　　特別会計へ支出するための経費

決算
h財政課　f（25）8111

平成22年度

▼
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財
政
状
況
が
良
好
か
ど
う
か
を

示
す
も
の
の
１
つ
に
財
政
健
全
化

判
断
比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

４
つ
の
指
標
で
財
政
の
状
態
を
判

断
す
る
も
の
で
、
国
が
定
め
る
基

準
を
超
え
る
場
合
は
、
法
律
の
定

め
る
内
容
に
沿
っ
た
財
政
健
全
化

計
画
を
策
定
し
、
財
政
再
建
に
取

り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
島
市
の
平
成
22
年
度
決
算
で

は
、
企
業
会
計
も
含
め
て
基
準

を
超
え
る
指
標
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
昨
年
と
比
べ
、
実
質
公
債

費
比
率
が
、
１
．９
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
、
地
方
債
の
発
行
に
許
可
が

必
要
と
さ
れ
る
18
％
を
下
回
る
と

と
も
に
、
将
来
負
担
比
率
も
５
．

７
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
お
り
、
新

た
な
借
金
の
抑
制
や
高
利
率
な
借

入
金
の
繰
上
返
済
に
よ
る
着
実
な

財
務
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　高島市には、自衛隊の饗庭
野演習場が所在しています。
その周辺地域の生活環境の整
備を行うため、防衛省からの
補助金・交付金を受けて次の
事業を実施しました。

○市道・水路の改良
○防災行政無線の整備
○公立高島総合病院医療機器の整備
○消防ポンプ自動車の更新
○農業用施設の整備
○小中学校パソコンの購入

　市の代表的な地場産業で
ある織物業の活力強化を目
的に、新商品や新技術の開
発のネックになっていた高
島織物工業組合の老朽化し
たサイジング設備を、高機
能機械に更新するための費
用の一部を補助しました。

（　）内は補助金・交付金額

◎高島総合病院整備（新築）事業
12億７，２５０万円

　

10
年
間
で
１
０
０
億
円
減
ら
す

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
市
債
の
残

高
（
一
般
会
計
）
は
、
今
年
度
、

繰
上
返
済
や
借
入
抑
制
に
よ
り
約

15
億
円
減
少
し
ま
し
た
。
平
成
23

年
度
に
は
さ
ら
に
14
億
円
減
少
さ

せ
る
計
画
で
す
。

　

地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策

債
の
伸
び
に
よ
り
生
ま
れ
た
財
源

を
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金

に
積
み
立
て
ま
し
た
。

３億１，２８６万円
　　８，６０１万円
　　２，３４９万円
　　１，５２２万円
　　１，０２９万円

７１６万円

（２億６，２２２万円 ）
（ ６，４５０万円 ）
（ ２，０００万円 ）
（ ７９５万円 ）
（ ６８５万円 ）
（ ４９０万円 ）

0

70

60

80

90

H20 H21 H22

H20 H21 H23H22

H20 H21 H22

３３４
億円

億円

億円

３１６
３０１

億円
（予定）

２８７

７６
億円 億円

７５
億円
８２

万円
７,８４１

４,２０９

億５９

万円

億７２

６９１
万円

億５６

高島市

高島市

高島市

高島市

－５ ５ 10 20

20

－15

15

10ー10 3020 35

０

０

0

0

100 200 300 350

350

（％）

（％）

（％）

（％）

10 20

17.1

ー13.15

ー3.34

152.9

30 35

35

35

良 悪財政状況財政状況

将来負担
比　　率

連結実質
赤字比率

実質赤字
比　　率

前年対比

改善
1.9ポイント

前年対比

改善
5.7ポイント

実質公債費
比　　　率

＜一般会計を中心とした赤字の割合＞

＜一般会計、特別会計、企業会計のすべての会計
の赤字の割合＞

＜年間の収入に対する借金の割合＞

＜年間の借金返済額の割合＞

25

17.59

12.59

＝早期健全化基準
（イエローカード） （レッドカード）

＝財政再生基準

 健全化判断比率

黒字
（マイナス）
のため該当
なし

黒字
（マイナス）
のため該当
なし

決算から見る市の財政状況 平成22年度の主な事業

財
政
健
全
化
判
断
指
標
は
す
べ
て
「
基
準
内
」

　老朽化が進んでいた愛隣保育園の移転新築に伴
い、施設整備に対し補助を行い、保育園における園
児の安全を確保するとともに、地域の子育ての拠点
施設として保育サービスの充実を図りました。

　平成24年春の開院を目指し、新病院の本棟建築
工事に着手するとともに、医療機器の購入や昨年度
の繰越事業である造成・水路付替工事を実施しまし
た。

　市内全域で小中一貫教育を推進するため、市内全
中学校区で小中一貫教育コーディネーターを中心と
した研究推進体制を整え、小中学校の交流授業や教
職員の研修等を通して、授業改善・教員の資質向上
を図りました。

◎小中一貫教育推進事業
５４７万円

◎私立保育園施設整備事業補助
３億６，４２９万円

　介護を必要とする高齢者が、住み慣れた地域でで
きる限り生活が続けられるよう、施設整備ならびに
施設開設準備経費に対して補助を行いました。

○小規模特別養護老人ホーム　さわの風
○認知症高齢者グループホーム　Ｂｅスマイル新旭

◎地域介護・福祉空間整備事業

２億６，３４０万円

◎地域産業等活力強化基盤整備事業
８，０００万円

◎竹林再生活用推進事業
４９９万円

　地元材を１００％使用した付加価値の高い扇子づ
くりへの挑戦を促進するため、安曇川町西万木地区
の竹林（３，０００㎡）の間伐を行う基盤整備事業
に補助し、竹林再生活用の推進を支援しました。

《地域の経済対策》《子育て・高齢者支援》

《実効ある教育の推進》

《医療の充実》

主な防衛施設周辺整備事業

　

景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
福

祉
や
医
療
な
ど
に
必
要
な
お
金
が
毎
年
増
え
て

い
ま
す
。
高
島
市
と
し
て
重
点
的
に
配
分
し
て

い
る
施
策
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
市
民
の
命

や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
必
要
な
お
金
で
減
ら

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

貯
金
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

！
借
金
は
順
調
に
減
少

し
て
い
ま
す
！

福
祉
や
医
療
へ
の
お
金
が
増
え
て
い
ま
す

平成22年度末時点

・基金残高
　市民一人あたり
１５．３万円

0

70

60

80

90

H20 H21 H22

H20 H21 H23H22

H20 H21 H22

３３４
億円

億円

億円

３１６
３０１

億円
（予定）

２８７

７６
億円 億円

７５
億円
８２

万円
７,８４１

４,２０９

億５９

万円

億７２

６９１
万円

億５６

民生費の推移 ５６．１万円

・市債残高
　市民一人あたり

0

70

60

80

90

H20 H21 H22

H20 H21 H23H22

H20 H21 H22

３３４
億円

億円

億円

３１６
３０１

億円
（予定）

２８７

７６
億円 億円

７５
億円
８２

万円
７,８４１

４,２０９

億５９

万円

億７２

６９１
万円

億５６

市債残高（一般会計）の推移

基金残高（一般会計）
の推移
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職
員
数
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

高
島
市
で
は
、決
算
に
併
せ
て
、

市
の
財
政
状
況
を
違
っ
た
視
点
か

ら
と
ら
え
る
た
め
に
、
企
業
が
取

り
入
れ
て
い
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
貸
借
対
照
表
）
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
市
が

持
っ
て
い
る
土
地
や
預
金
の
資
産

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
将
来

負
担
す
べ
き
借
金
な
ど
の
負
債
は

い
く
ら
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

一
覧
表
で
示
し
、
企
業
経
営
の
観

点
か
ら
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況

を
把
握
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
高
島
市
普
通
会

計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
資
産
の

総
額
が
１
、３
１
８
億
円
と
な
り
、

負
債
の
総
額
が
３
５
８
億
円
、
資

産
と
負
債
の
差
で
あ
る
正
味
資
産

は
９
６
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　資産総額に占める市債残高の割
合は22. ９％で、道路や学校な
どの資産形成の約２割を市債に
依存していることがわかります。
　公共施設の整備のために借り入
れる市債については、施設を使う
次の世代の市民にも負担していた
だくことで公平性を保っていま
す。しかし、将来世代への負担と
なることから、借入には十分注意
する必要があります。

　

平
成
17
年
１
月
の
合
併
に
お
い

て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
施

設
見
直
し
に
よ
っ
て
管
理
体
制
の

ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
重
点
的
に
取
り
組
む
政
策
分

野
へ
の
人
員
の
集
中
配
置
や
限
ら

れ
た
職
員
の
能
力
が
十
分
に
発
揮

で
き
る
職
員
配
置
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
平
成
26
年
４
月
ま
で
に

１
６
０
人
の
職
員
を
削
減（
消
防
、

85

90

95

100 98.8
97.6

93.5

101.8

98.0
96.2

99.5 98.5

92.8

97.0 98.0 98.0 97.9 97.7
100.5

105

高
島
市

全
国
市
平
均

県
内
市
平
均

大
津
市

彦
根
市

長
浜
市

近
江
八
幡
市

草
津
市

守
山
市

栗
東
市

甲
賀
市

野
洲
市

湖
南
市

東
近
江
市

米
原
市

県内の市のラスパイレス指数 （平成23年４月１日現在）

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
地
方
公
共

団
体
の
職
員
の
給
与
水
準
を
表
す
指

数
で
、
学
歴
別
お
よ
び
経
験
年
数
別

に
国
家
公
務
員
と
比
較
し
て
算
出
す

る
も
の
で
す
。

※（　）内は、市民一人あたりに換算した金額です。
　　（平成23年３月３1日現在の人口５３，６４１人）

高島市普通会計バランスシート

1,317億8,439万円
資産合計

（246万円）

借　方 （資金の使途） 貸　方 （資金の調達）

短期間（１年以内）に換金でき
る預金や現金、税金の未収金な
ど

（7万円）

流動資産

38億2,436万円

出資金や市民への直接貸付金、
福祉や学校建設基金といった特
定目的のために積み立てられた
基金（貯金）など

（16万円）
投資費
85億1,465万円

市役所庁舎、保育園、道路、公
園、市営住宅、図書館、体育館
などの土地、建物を部門別に分
類し、減価償却して累計したも
の

（223万円）
有形固定資産　
1,194億4,538万円

負債・純資産合計

（246万円）
1,317億8,439万円

資産の部 将来の世代に残
る財産や権利 負債の部 将来の世代が負担

する地方債など

固定負債　

流動負債　

土地の購入や道路、建物などを
建設するために充てられた国や
県の支出金、市税など。

正味資産の部

959億5,090万円
正味資産合計

（179万円）

今までの世代や
国、県の負担額

358億3,349万円
負債合計

（67万円）

34億2,992万円（6万円）

翌年度に支払う長期借入金の返
済額

市の長期借入金である市債の残
高や、職員の退職金相当額など

（60万円）324億357万円

・市債残高　301億8,167万円

バランスシートからわかること職員の定員の状況と、給与額の水準

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
み

る
と
、
高
島
市
一
般
行
政
職
の
給

与
額
の
水
準
は
国
を
１
０
０
と
し

た
場
合
、
93
．５
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○資　産 ２４６万円

○負　債 　６７万円

○正味資産 １７９万円

▼市民一人あたり

（２４７万円）

（６９万円）

（１７８万円）

※（ ）は前年度

　資産総額に占める負債の割合は
27. ２％で、資産の約３割を負債
でまかなっていることがわかりま
す。
　負債は、将来的にその支払を行
わなければならず、後年度の負担
となるものです。借金を着実に返
済していることが改善につなが
り、前年度に比べて０. ７ポイン
ト減少しました。

資産形成に伴う市債への依存度

資産に占める負債と正味資産の比率

※Ｈ21　1,337億3,843万円

※Ｈ21　963億7,105万円

※Ｈ21　373億6,738万円

給
与
額
の
水
準

　
（
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
）

病
院
等
を
除
く
）
す
る
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

平
成
23
年
４
月
現
在
で
１
５
１
人

の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
職
員
数
の

削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
市
民
の
皆
さ
ん

の
気
持
ち
や
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
く

み
取
り
、
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応

で
き
る
組
織
と
な
れ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

※Ｈ21　1,219億3,007万円

※Ｈ21　 83億5,822万円

※Ｈ21　 34億5,014万円

※Ｈ21　1,337億3,843万円

　この夏に、市議会副議長と一
緒に中央省庁を訪問し、それぞ
れ高島市の抱える課題や実状を
説明し、国の平成24年度予算
獲得や事業促進についてお願い
してまいりました。
　国土交通省では、本市を通る
国道は、第一次・第二次緊急輸
送道路「要の道」として、地域

経済を支える基幹道路「経済の
道」として、地域住民の生活を
守る道路「命の道」として、市
民の皆さまの生活や暮らしに、
また災害時の避難になくてはな
らない道路であることを強く訴
えてまいりました。
　また、厚生労働省では、病院
の電子カルテ整備等への財政支

援について、さらに防衛省では、
今津駐屯地への新たな部隊の編
成と隊員の増員ならびに砲撃音
に対する住宅防音事業などの早
期実施について、強く要請して
まいりました。
　今後も、高島市の生活基盤の
整備促進を目指して、頑張って
まいります。

防衛省（大臣）への要望 国土交通省（政務官）への要望厚生労働省（大臣）への要望

生活基盤の整備促進を目指し、
国予算獲得等のため大臣要望！市長の手帳

※H21　337億7,911万円

※H21　35億8,827万円

　

h
職
員
課

　
　

f
（
２
５
）８
５
２
５
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人
権
擁
護
委
員
就
退
任

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
頃
か
ら
地
域

の
中
で
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
等
、
人
権
の
擁

護
に
努
め
ら
れ
て
い
る
方
々
で
す
。
高

島
市
で
は
、
14
人
の
方
々
が
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
旭
町
の
白
瀨
逸
子
さ

ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
10
月
か
ら
新

旭
町
の
日
花
滋
子
さ
ん
に
ご
就
任
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

白
瀨
逸
子
さ
ん
に
は
、
９
年
間
に
わ

た
り
、
地
域
の
人
権
を
守
る
た
め
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

h
人
権
施
策
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
４

氏　　　名 住　　　所 電　話

中
なかがわ

川　泰
や す お

夫 マキノ町知内 27-0023

川
かわらばやし

原林　史
ふ み こ

子 マキノ町西浜 28-0475

澤
さ わ だ

田　愛
あ い こ

子 今津町下弘部 22-0731

井
い の う え

上　浩
こう い ち

一 今津町弘川 22-6153

洲
す ざ き

崎　富
ふ

士
じ

夫
お 今津町浜分 22-3359

石
い し だ

田　八
や

重
え

子
こ 朽木市場 38-2420

久
く 　 ぼ

保　忠
た だ お

雄 朽木大野 38-2308

奥
お く た に

谷　喜
き

美
み

子
こ 安曇川町田中 32-1022

川
かわごえ
越 　清

せ い し
司 安曇川町下小川 32-1091

德
とくむら
村　明

あ け み
美 安曇川町下古賀 33-0516

釋
し ゃ か

迦　裕
ひろ ふ み

史 鹿ケ瀬 37-0219

萬
ゆ る ぎ

木　由
ゆ り こ

利子 勝野 36-0539

桒
くわはら
原　　　靖

やすし
新旭町熊野本 25-2814

日
ひ ば な

花　滋
し げ こ

子 新旭町藁園 25-2527

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
家
庭
内
や
ご
近
所
で
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
に
つ
い
て
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今津東コミセン  指定管理者を募集
　市では、高島市市民交流施設「今津東コミュニティセンター」について、民間事業者等のノウハウ
を活用し、より質の高いサービスの提供と管理経費の縮減を目的に、指定管理者制度を導入します。

▼応募資格
　市内に事業所を置く法人、その他の団体 
▼業務内容
　○良好なコミュニティの形成に資する業務
　○地域で活動する市民および団体の連携の促
　　進に関する業務
　○市民および団体の自主的な活動の場の提供
　　に関する業務
▼指定予定期間
　平成24年４月１日～平成29年３月31日

 　（５年間）
▼選定方法
　　有識者等の外部委員で構成する「指定管理
者候補者選定委員会」において申請書類とプ
レゼンテーションの審査を行い、指定管理者
の候補対象者を選定します。その後、市の審
査、議会の議決を経て、指定管理者に指定し
ます。

▼募集・選定　スケジュール
　○現地説明会　10月７日（金）　15時～
　　※応募には、現地説明会への出席が必須と
　　　なります。 
　○応募書類の受付期間
　　　　10月11日（火）～10月20日（木）
　○プレゼンテーション　11月上旬 
　○指定管理者候補者の決定　11月上旬 
　○指定管理者の指定　12月下旬 

※業務内容、応募資格や応募方法、選定基準等
の詳細については、募集要項、業務仕様書に
記載しています。

　募集要項・業務仕様書等は、９月28日（水）
から市民活動支援課で配付しています。また、
市ホームページからダウンロードできます。
詳しくは、お問い合わせください。

　h市民活動支援課　f（25）8526

白
瀨
さん

か
ら
日
花
さん
に

日花滋子さん

病
院
経
営
健
全
化
に

よ
り
収
入
増
加

　

高
島
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

23
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
経

営
改
革
プ
ラ
ン
【
第
２
期
】
に
基
づ

き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

計
画
の
２
年
目
と
な
る
22
年
度
の

実
施
結
果
（
成
果
）
に
つ
い
て
は
、

経
費
削
減
や
収
入
増
加
等
に
よ
っ
て

約
５
億
４
千
万
円
を
超
え
る
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。

　

22
年
度
の
主
な
取
り
組
み
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

h
経
営
改
革
課

　
　

f（
２
５
）８
０
０
０

平
成
22
年
度  

経
営
改
革
の
取
り
組
み
状
況

〜
高
島
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン

　
　
【
第
２
期
】
中
間
実
施
結
果
〜

経費を削減できた額　　１億６，２４４万７千円　・・・①
収入の増加を図れた額　３億９，８８５万２千円　・・・②
経費が増加した額　　　　　１，５６４万７千円　・・・③
合　計　(①＋②－③)　 ５億４，５６５万２千円

効率的な行政
運営の推進

○コンビニエンスストアでの収納業務の実施を
　決定しました。　(平成23年４月から実施)
○施設管理業務、用務員業務について労働者派
　遣業務により民間委託を推進しました。
　(41職場にて実施)
○全部局において事務事業評価(内部評価)を実施
　しました。　(事務事業件数　１，０２６件)
○収納対策推進本部により市税・使用料等の徴
　収率向上を図りました。
○遊休財産処分計画に基づき遊休財産を処分し
　ました。
　(処分面積３３２３．６１㎡ 
　　　売却金額４，６２２万円)
○新たに指定管理者制度運用指針を定め、平成
　22年度更新分から適用しました。
○公立高島総合病院の経営の健全化
　入院収益について前年度に比べ１億８，３７６万
　円増加しました。

組織、機構等
執行体制の
整備

○職員数については、前年度より18人削減しま
　した。また、政策や市民ニーズに対応するた
　め組織体制を見直し、適材適所の職員配置を
　行いました。

市民と行政の
協働による
まちづくり

○協働提案事業制度を創設し、行政からのテー
　マ設定で３プラン４件、市民からの自由テー
　マで２プラン２件を採択しました。

◎高島市経営改革プラン【第２期】実施結果　(平成22年度効果額)

◎主な取り組み

平
成
22
年
度  

経
営
改
革
の
取
り
組
み
状
況
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　※次回の販売期間は、平成24月１月４日から３月12日までの予定です。

　※市有地販売場所一覧表、媒介契約業者一覧表および物件の位置図は、市のホームページからダウンロードできます。

　

新
旭
駅
前
の
土
地
３
区
画
に
つ
い

て
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
へ
の
媒
介
業

務
委
託
制
度
を
導
入
し
、
市
有
地
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

媒
介
契
約
業
者
一
覧
表
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
直
接
取
引
業
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

h
財
政
課　

　
　

f（
２
５
）８
１
１
１

　

市
と
社
団
法
人
滋
賀
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
お
よ
び
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産

協
会
滋
賀
県
本
部
の
２
法
人
と
の
間
で
、

市
有
地
売
却
に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び

媒
介
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

協
定
に
基
づ
き
市
と
媒
介
契
約
を
締
結
し

た
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
委
託
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

市
有
地
を
販
売
し
て

い
ま
す

物件
番号 所在・地番 宅地面積（㎡） 売買代金（円）

⑥ 北畑三丁目字上杉ノ木３番14 ２１４. ２５ ７，２４６，０００

⑧ 新庄一丁目字高堂２番９ ３７９. ５３ ９，９７２，０００

⑱ 安井川二丁目字長橋２番４ ６４３. ９６ １７，０５６，０００

会　　社　　名 住　所 電話番号
湖西ホームズ㈱ 安曇川町西万木１１７９番地１ （３２）３９８８
サワイ不動産 安曇川町上小川１３番地３ （３２）３０２０
㈱梅久 安曇川町中央一丁目１番地２ （３２）００１１
㈱福屋工務店 堅田店 大津市本堅田５丁目15番15号 ０７７（５７１）３５７１
㈱澤村 勝野１１０８番地３ （３６）０１０１
㈱湖西住建 今津町桜町一丁目３番地８ （２２）６６５２
㈱ビワックス 大津市神領三丁目20番９号 ０７７（５４５）４６６６
㈱ハウスクリエイト 大津市萱野浦24番11号 ０７７（５４４）３３８８
㈲プロスパー栄 音羽１０６６番地 （３６）１７８８
㈲湖西住研 新旭町旭一丁目７番地５ （２５）８４０１

販売期間  11月30日（水）まで

▼媒介契約業者一覧表（媒介期間　９月１日（木）～11月30日（水））

は
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す

10
月
９
日
〜
16
日

『
パ
ー
ト
ナ
ー
し
が
の
強
調
週
間
』
で
す

　

普
段
の
生
活
や
何
げ
な
い
言
葉
の
中

で
、「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と
い

う
理
由
で
役
割
や
生
き
方
を
決
め
つ
け

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
週
間
を
機
に
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
や
学
校
な
ど
、
あ
な
た
の
身
近
な

生
活
の
場
で
、「
だ
れ
も
が
自
分
ら
し

く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」「
男

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
に
は
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

家
庭
で
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
市
民
意
識

調
査
で
は
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
男
女

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
力
関
係
）

に
つ
い
て
役
割
の
か
た
よ
り
が
み
ら
れ

ま
し
た
。（
上
記
グ
ラ
フ
参
照
）

　

特
に
家
事
や
介
護
・
育
児
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
を
こ
の
機
会
に
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。

　

h
市
民
活
動
支
援
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
６

■ベビーマッサージ講座
　▼日　時　10月11日（火）、25日（火）
　　　　　　10時～11時
　▼受講料　各回1,000円
　▼対　象　首がすわってからハイハイ
　　　　　　するまでの赤ちゃんとその
　　　　　　保護者
　▼持ち物　厚めのバスタオル、オムツ、
　　　　　　着替え、お持ちであれば　
　　　　　　ヨガマット

■プリザーブドフラワー講座
　▼日　時　10月８日（土）、11月19日（土）
　　　　　　12月10日（土）　
　　　　　　13時30分～15時30分
　▼受講料　各回2,500円
　▼持ち物　おしぼり、作品を持ち帰る
　　　　　　袋
※作品製作に必要な道具は講師が準備し
　ます。

働く女性の家では、認め合い、支え合う家庭づくりを応援する講座を開催して
います。ぜひご家族でご参加ください。　　　f（22）5775　（日・月休館）

　

今
年
で
２
年
目
を
迎
え
る

『
高
島
い
ち
じ
く
』
の
出
荷
が

８
月
30
日
（
火
）
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
朝
早
く
収
穫
さ
れ
た

赤
紫
の
イ
チ
ジ
ク
は
、
き
れ
い

に
パ
ッ
ク
に
詰
め
ら
れ
、
県
内

ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

イ
チ
ジ
ク
は
、
農
村
地
域
で

は
庭
や
田
の
畦
に
植
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
購
入
し

て
食
べ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
最
近
は
、
美
容
と
健
康

に
よ
い
食
品
と
し
て
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

で
栽
培
し
て
い
る
イ
チ
ジ
ク
は

〝
ド
ー
フ
ィ
ン
〞
と
い
う
品
種

で
、
庭
な
ど
で
採
れ
る
イ
チ
ジ

ク
よ
り
も
一
回
り
大
き
な
実
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も

『
高
島
い
ち
じ
く
』
を
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
生
産
者
は
30
人
を
超

え
、
栽
培
面
積
も
約
２
ha
ま
で

増
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
高

島
市
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て

成
長
す
る
よ
う
、
市
と
し
て
も

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

h
農
業
振
興
課　

　
　
　
　

特
産
品
振
興
室　

　
　

f（
２
５
）８
５
１
１

『高島いちじ
く』

２年目の出荷
が

最盛期迎える
！

市有地販売場所一覧表（新旭町）
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万
引
き
は
、
泥
棒
で
す
。
窃
盗
罪
で

10
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
と
い
う
重
い
罪
で
す
。

　

万
引
き
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、「
謝

罪
す
れ
ば
…
」「
お
金
を
支
払
え
ば
…
」

で
済
む
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

や
お
店
な
ど
で
、
万
引
き
を
さ
せ
な
い

環
境
を
徹
底
的
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

罪　種 Ｈ23 Ｈ22 増減

凶
悪
犯

殺　人 0 0 0
強　盗 0 1 ▲ 1
放　火 0 0 0
強　姦 1 0 1

粗
暴
犯

凶器準備行為 0 0 0
暴　行 4 4 0
傷　害 6 7 ▲ 1
脅　迫 0 0 0
恐　喝 0 2 ▲ 2

窃
盗
犯

侵入盗 23 14 9
その他 153 153 0
乗物盗 50 47 3

知
能
犯
詐　欺 5 7 ▲ 2
その他 1 1 0

風
俗
犯

賭　博 0 0 0
強制わいせつ 1 0 1
その他 1 1 0
住居侵入 5 9 ▲ 4
器物破損 18 23 ▲ 5
その他 8 7 1
総　数 226 229 ▲ 3

高島市における刑法犯認知件数類計
（１月～７月末現在）

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

た
か
し
ま

10
月
11
日
火
〜
20
日
木
は

全
国
地
域
安
全
運
動
実
施
期
間

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う   

  

安
心
の
街
」

　

７
月
末
で
警
察
が
発
生
を
認
知
し
た

事
件
の
件
数
（
刑
法
認
知
件
数
）
は

２
２
６
件
で
、
そ
の
う
ち
50
件
が
乗
物

盗
で
す
。
乗
物
盗
の
多
く
は
自
転
車
盗

（
無
施
錠
）
で
、近
江
今
津
駅
・
新
旭
駅
・

安
曇
川
駅
等
の
駐
輪
場
で
多
発
し
て
い

ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
の
自
転
車
盗

を
な
く
そ
う
！

 
①
先
ず
は
「
鍵
か
け
」

　

短
時
間
で
も
自
転
車
か
ら
離
れ

る
と
き
は
、
面
倒
く
さ
が
ら
ず
に

必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

 

②
そ
し
て
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」

　

も
う
１
つ
違
う
鍵
を
取
り
付
け

る
こ
と
で
、
盗
難
を
困
難
に
さ
せ

る
と
と
も
に
、
犯
行
を
断
念
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

 

③
万
一
の
た
め
の
「
防
犯
登
録
」

　

防
犯
登
録
は
、
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
盗
難
防
止
と

万
一
盗
難
に
遭
っ
た
場
合
に
発
見

し
や
す
く
す
る
た
め
に
必
ず
登
録

を
し
ま
し
ょ
う
。

（
防
犯
登
録
は
自
転
車
販
売
店
で
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

空
き
巣
や
倉
庫
等
へ

の
侵
入
窃
盗
が
多
発

し
て
い
ま
す
！

万
引
き
を
、し
な
い
、

さ
せ
な
い
！

　

昼
間
は
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
、
夜
に
は

ラ
イ
ト
が
光
る
「
ア
ラ
ー
ム
付
き
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
」
で
侵
入
者
を
撃
退
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
鍵
を
２
つ
に
す
る
な
ど
、
防

犯
グ
ッ
ズ
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

・
侵
入
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
家

・
近
づ
い
た
ら
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
や
ま

　

な
い
家

・
近
づ
く
と
ラ
イ
ト
が
光
り
、
犯
行
が

　

見
え
て
し
ま
う
家

　

h
高
島
市
防
犯
自
治
会
事
務
局

　
　

・
高
島
警
察
署
生
活
安
全
課　

　
　
　
　

f（
２
２
）０
１
１
０

　
　

・
高
島
市
役
所
総
合
防
災
課　

　
　
　
　

f（
２
５
）８
１
３
３

《
泥
棒
が
嫌
が
る
家
は
…
》

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
》

必ずカギを
かけてね。

　

市
で
は
、
市
税
の
滞
納
を
な
く
す
た

め
、
再
三
の
催
告
に
も
応
じ
な
い
滞
納

者
に
対
し
、
預
金
、
給
与
、
動
産
（
自

動
車
な
ど
）、
不
動
産
な
ど
の
差
押
え

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
差
押
え
た
不
動
産
を
売
却

し
、
滞
納
市
税
に
充
て
る
た
め
に
次
の

と
お
り
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日　

時　

10
月
19
日(

水)　

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
受
付
開
始

▼
場　

所　

新
旭
公
民
館

▼
公
売
物
件

　
　

納
税
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る

　

公
売
広
報
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
公
売
に
入
札
さ
れ
る
際
に
は
公
売
保

証
金
が
必
要
で
す
。

※
公
売
は
都
合
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
公
売
中
止
の

有
無
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

h
納
税
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
２

　

下
水
道
排
水
設
備
の
工
事
は
、
市
に

登
録
さ
れ
た
指
定
工
事
店
の
責
任
技
術

者
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
試
験
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
試
験
日
時　

２
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜

▼
試
験
会
場　

立
命
館
大
学
び
わ
こ
・

　
　
　
　
　
　

く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
（
草
津
市
野
路
東
一
丁
目
１
‐
１
）

▼
受
付
期
間　

10
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
11
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
場
所

　
　

下
水
道
課
（
市
役
所
別
館
１
階
）

　

h
下
水
道
課

　
　

f（
２
２
）９
０
１
１

　

財
団
法
人
滋
賀
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

f
０
７
７（
５
６
５
）０
２
１
６

　
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
浄
化
槽
に
関

す
る
法
律
の
「
浄
化
槽
法
」
が
昭
和
60

年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
当
時
の
環
境
庁
の
呼
び
か
け
で

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
汚
水
を
処
理
す
る
施
設
で
す
か

ら
、
微
生
物
が
活
発
に
活
動
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
法
で
は
次
の
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
法
定
検
査
（
年
１
回
）

　
　

保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
か
ど
う

か
判
断
し
た
り
、
浄
化
槽
か
ら
の
処

理
水
の
水
質
を
検
査
し
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
常
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

も
の
で
す
。

　

※
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
対
象

に
効
率
化
検
査
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

▼
保
守
点
検

　
（
通
常
年
３
〜
４
回　

※
実
施
回
数

は
浄
化
槽
の
種
類
や
規
模
で
異
な
り

ま
す
。）

　
　

汚
水
が
適
正
に
処
理
さ
れ
る
よ

う
、
槽
内
の
微
生
物
の
管
理
、
装
置

の
点
検
お
よ
び
調
整
、
消
毒
剤
の
補

充
を
行
い
ま
す
。
保
守
点
検
は
、
県

の
登
録
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
清　

掃
（
年
１
回
以
上
）

　
　

浄
化
槽
内
の
処
理
で
た
ま
っ
た
汚

泥
や
異
物
の
除
去
、
装
置
・
機
械
の

洗
浄
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

h
下
水
道
課

　
　

f（
２
２
）９
０
１
１

　

近
畿
農
政
局
大
津
地
域
セ
ン
タ
ー
で

は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
食
品
表
示
制

度
の
説
明
会
へ
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
食
品
表
示
の
情
報
提

供
や
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
る
「
食

品
表
示
１
１
０
番
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

h
近
畿
農
政
局
大
津
地
域
セ
ン
タ
ー

 

消
費
・
安
全
グ
ル
ー
プ

　
　
（
食
品
表
示
１
１
０
番
）

　
　

f
０
７
７（
５
２
２
）４
２
６
１

差
押
え
不
動
産
を

公
売
し
ま
す

10
月
１
日
は

　
　
　
「
浄
化
槽
の
日
」

食
品
表
示
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
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報15 2011・10・1 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　お金が無いから　リサイクル」　北村　樹（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「ごみ減量　これは地球を　助けるため」　岸　涼楓（安曇川）

第64回滋賀県中学校夏季総合体育大会

　平成23年度夏季総体で、優秀な成績（県ベスト４以上）を収められた市内の中学生
の皆さんをご紹介します。（敬称略）

（７月28日（木）～29日（金）　県内各地）
【団体の部】
　女子総合３位　今津中学校
　男子総合４位　安曇川中学校
○水泳競技
　男子１位　高島中学校
○陸上競技
　女子１位　今津中学校
○ソフトテニス
　男子１位　安曇川中学校
○卓球競技
　女子２位　今津中学校
○ボート競技
　女子３位　今津中学校
【個人の部】
○陸上競技
　男子１００ｍ
　　２位　松井　湊　（今津中１年）
　　３位　岡田　康聖（湖西中２年）
　　３位　早藤　龍翔（朽木中３年）
　男子４００ｍ
　　１位　高橋　一生（安曇川中３年）
　男子低学年４×１００ｍリレー
　　２位　堀ノ内瞬也・松井　湊・古谷　一麿
　　　　　・石田　慧（今津中）
　男子走幅跳
　　３位　薮内　大哉（今津中３年）
　男子円盤投げ
　　１位　寺田　将大（マキノ中３年）
　女子８００ｍ
　　２位　河原田　萌（今津中２年）
　女子１５００ｍ
　　１位　堀居　祐圭（今津中３年）
　女子１００ｍハードル
　　１位　成宮　澄　（今津中３年）
　　２位　平井　優紀（安曇川中３年）
　女子低学年４×１００ｍ
　　２位　澤田　奈々・田川真菜美
　　　　　・饗庭　唯菜・奥村　鮎（今津中）
　女子走高跳
　　１位　川崎　瑞記（安曇川中３年）
　女子走幅跳
　　３位　饗庭　千尋（安曇川中３年）

○水泳競技
　男子50ｍ自由形　
　　１位　西川　翔　（高島中３年）
　男子１００ｍ自由形
　　１位　西川　翔　（高島中３年）　
　男子２００自由形
　　３位　内田　弦大（高島中３年）
　男子４００ｍ自由形
　　３位　中村　海渡（高島中２年）
　　４位　内田　弦大（高島中３年）
　男子１５００ｍ自由形
　　１位　中村　海渡（高島中２年）
　　２位　中村　優也（安曇川中３年）
　男子２００ｍ個人メドレー
　　３位　中村　優也（安曇川中３年）
　男子１００ｍ平泳ぎ
　　１位　大塚　陽平（高島中２年）
　　３位　加藤　鴻佑（高島中２年）　
　男子２００ｍ平泳ぎ
　　１位　大塚　陽平（高島中２年）
○ソフトテニス男子
　　１位　伊場　勝星・山下　亮太（安曇川中）
　　３位　堀部　達也・山本　大地（安曇川中）
○卓球女子
　　３位　大森　遥　（今津中２年）

（８月21日（日）～23日（火）
　　大阪府立門真スポーツセンター）
　次の方が出場され、日ごろの練習の成果を
発揮されました。
　西川　翔　（高島中３年） ５０ｍ自由形
　内田　弦大（高島中３年）２００ｍ自由形

第31回全国中学選手権競漕大会

（７月30日～31日　岐阜県川辺漕艇場）
　○女子ダブルスカル　
　　８位　牟田　優奈、森川　智未（今津中）

（市民スポーツ課）

第51回全国中学校水泳競技大会・競泳競技
全国大会・近畿大会へ出場！

市内産材で作った机・ベンチを設置しました
　多くの方に高島市内産材の良さを知っていただくために、高島の木の家づくりネット
ワーク、アヤハディオ安曇川店、今津店のご協力を得て、市内で採れたスギで製作した
机とベンチを店内に設置しました。木の温もりにぜひ触れてみてください。（森林水産課）

夏季総体で市内中学生大活躍！夏季総体で市内中学生大活躍！

（写真左から）　　（敬称略）
・Ｃコース総合優勝　　
　　上田　　貢（新　旭）
・Ｂコース総合優勝
　　（県総合優勝）
　　青谷　重興（マキノ）
・Ａコース女性の部準優勝
　　木村　保子（今　津）

　希望ヶ丘文化公園で開催された滋賀県グラ
ウンド・ゴルフ春季決勝大会で、高島市グラ
ウンド・ゴルフ協会の選手が県総合優勝され
るなど好成績を収められました。

（市民スポーツ課）

グラウンドゴルフ県大会
で総合優勝！

　８月６日（土）、７日
（日）に東京武道館で開
催された「第11回全日
本少年少女空手道選手
権大会」の４年生男子
組み手の部で、新旭空
手道スポーツ少年団の
蜜口太一君（新旭北小）
が全国大会で３位入賞
の好成績を収められま
した。

（市民スポーツ課）

空手    全国大会で３位入賞!
全日本少年少女空手選手権大会

　京都新聞社主催の第
43回滋賀県優秀消防
団・職団員等表彰を、
高島市消防団団長　釆
野哲平さんが授与され
ました。
　昼夜を問わず消防活
動に励まれ、その顕著
な功績が認められ受賞
となりました。

（消防総務課）

優秀消防団員表彰
滋賀県優秀消防団・職団員等表彰

　８月27日
（土）、28日
（日）に大津
市・草津市・
栗東市・守山
市・野洲市一
円で行われた
第60回記念
滋賀県青年大

会で高島市選手団が体育の部、文化の部、そ
して総合の部でいずれも優勝を手にされ、２
年連続の三冠達成となりました。
　優秀な成績を収められた選手の皆さんは、
11月に東京都内で行われる全国青年大会
に、滋賀県選手団として出場される予定です。
詳しい成績は高島市青年協議会のホームペー
ジをご覧ください。
http://homepage.mac.com/theater/tsk/

（社会教育課　青少年育成室）

たかしま青年  大活躍！
２年連続３冠達成！

　今夏行われた銃剣道の全国大会等で今津町
銃剣道スポーツ少年団や安曇川高校の選手が
優秀な成績を収められました。

（市民スポーツ課）
《全日本少年少女武道練成大会》　　（敬称略）
　小学６年の部
　　優　勝　小林　夏海（今津東小）
《全国高校生銃剣道大会》
　　準優勝　平田　悠朗（安曇川高校）
《国民体育大会近畿ブロック大会》
　　団体戦１位　安曇川高等学校
　　　　　　　　　先鋒　平田　悠朗
　　　　　　　　　中堅　高尾　卓矢
　　　　　　　　　大将　小谷　昴生

銃剣道で全国大会優勝！
各大会でも大活躍！
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報17 2011・10・1 紙ごみ減量標語応募作品 「がんばってかみごみをリサイクルしよう」　小てら　たいそん（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　燃やさずまた　リサイクル」　熊谷　和真（安曇川）

旭日単光章
を授与され
る廣瀬さん

旭日双光章
を授与され
る勝田さん

　８月28日（日）に、グリーンパーク想い
出の森および滋賀県立いきものふれあいの里
センターで、陸上自衛隊、航空自衛隊、高島
市消防団、消防本部合同の夏期火災防ぎょ訓
練が実施されました。
　この訓練は、火災が発生しやすく、水利が
不足するこの時期に毎年行われています。今
回は「グリーンパーク想い出の森内にあるバ
ンガロー東側の山林から出火、延焼中」との
想定で訓練が行われ、出動要請を受けた各機
関が互いに連携し、迅速な消火活動が展開さ
れました。　　　　　　　　　　（消防本部）

連携密にし、すばやく消火
夏期火災防ぎょ訓練

ニセコ町で心温まる交流
高島市少年交流・体験事業

　８月17日（水）から19日（金）ま
での３日間、吹田市立少年自然の家で、
第31回吹田市・高島市少年キャンプ
大会が行われ、吹田市と高島市から
125人の子どもたちが参加しました。
　クラフトづくりや、野外炊事、キャ
ンプファイヤーなどを通して子どもた
ちが交流し、夏休みの楽しい思い出と
なりました。

（社会教育課青少年育成室）

子どもら友好の輪広げる
吹田市・高島市少年キャンプ大会

　高島警察署から飲
酒運転根絶大使を任
命されている青柳小
学校２年生の山本凌
生君が、８月18日
（木）に市役所を訪
れ、飲酒運転根絶を
呼び掛けるポスター
を西川市長に手渡し
ました。
　このポスターは、
昨年、滋賀県警察本
部主催の「飲酒運転
をやめようポスター
コンクール」で優秀

賞を獲得した山本君の作品で、市内の飲酒
運転ゼロを目指すために、高島警察署がポス
ターとして作成したものです。
　飲酒運転は、重大な交通事故につながる悪
質な犯罪行為です。「飲酒運転は、しない・
させない」を徹底し、市内から飲酒運転を追
放しましょう。　　　　　　　（交通対策課）

　市内の小学４年生から６年生が集ま
り、体験活動を行う「よえもん道場」
では、７月29日（金）から８月１日
（月）までの３泊４日の日程で、広島
県の国立江田島青少年交流の家でキャ
ンプを行いました。
　カッターボートやウミホタルの観
察、キャンプファイヤーなど、普段の
生活では体験することができない活動
を通して、仲間と協力することの大切
さや自然の素晴らしさを学び、充実し
た４日間を過ごしました。

（高島市青少年育成市民会議）

江田島で充実の４日間
よえもん道場「江田島キャンプ」

飲酒運転は絶対ダメ！
飲酒運転根絶大使の山本君呼びかけ

　中江藤樹記念館では、毎年夏休みに、「了佐てらこ
や小学校」を開校しています。この学校は、中江藤
樹先生の弟子で人一倍努力して名医となった大野了
佐にならったもので、「読み」「書き」「計算」という
古来の学習法を行います。
　今年は、７月27日（水）から８月４日（木）ま
でのうち５日間、小学４年生以上の19人が参加し
ました。市内在住の書家・西川守彦氏を講師にむか
えて、大きな声を出して「論語」を繰り返し読んだ後、
毛筆習字の基本を学びました。最終日には、屋外に
出て汗だくとなって「論語のことば」の大作に挑戦
しました。作品は10月30日（日）まで中江藤樹記
念館で展示しています。　　　　（中江藤樹記念館）

子どもら論語の大作に挑戦！
了佐てらこや小学校

　元安曇川町議会議員　勝田茂雄さんと元高
島町議会議員　廣瀬知一さんが地方自治振興
の功労者として、国から叙勲を授与されるこ
とになり、９月１日（木）に滋賀県高島環境・
総合事務所長からご本人に伝達されました。

（行政課）

元町議  勝田さんと廣瀬さん
に勲章

　８月14日（日）の夜、十八川区民納涼夏
祭りが開催されました。東日本大震災犠牲者
の追悼と鎮魂の思いを込め、竹灯篭120基
に区民が順に点灯。闇夜に映えるイルミネー
ションは、「がんばろう！日本」の決意とと
もに、区民の心を明るく照らしているようで
した。
　各種団体が協賛する12の屋台・ゲーム
コーナーや舞台などもあり、子どもと大人が
賑やかな時を共有し、いっそう絆が深まった
ようでした。　　　　　　　　　（十八川区）

区民夏祭りで大震災犠牲者
を追悼

　カタカナの町名が縁で交流を続けている北海道
ニセコ町へ、市内の小学５・６年生20人と中学
生２人が８月３日（水）から８日（月）までの６
日間訪問しました。
　ニセコアンヌプリ山頂へのハイキングやラフ
ティング、アイスクリーム作りなどの体験活動の
ほか、ニセコ町のご家庭にホームステイさせてい
ただきました。夏まつりにも参加させていただき、
地元の人たちとの心温まる交流ができました。
　北海道は、例年にない暑さでしたが、雄大な自
然やニセコ町の皆さんの優しい心にふれて、思い
出に残る訪問となりました。

（高島市青少年育成市民会議）
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報19 2011・10・1 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクルしよう。　ゴミをへらす。　かみごみをわけよう。」　さざきうたな（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「ムダな紙　ゴミ箱捨てず　リサイクル」　小西洸之助（今　津）

３
、２
３
１
件

子
ど
も
の
虐
待
を
な
く
そ
う
！
⑧

　

こ
の
数
字
は
、
昨
年
度
の
滋
賀
県

内
に
お
け
る
「
児
童
虐
待
相
談
対
応

件
数
」
で
す
。

　

こ
の
相
談
対
応
件
数
は
、
平
成
18

年
頃
か
ら
増
加
し
て
お
り
、
こ
こ
数

年
は
10
％
以
上
の
伸
び
を
示
し
、
つ

い
に
３
千
件
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
一
方
で
、
児
童

虐
待
に
対
す
る
県
民
の
関
心
の
高
さ

を
示
す
数
値
と
も
言
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
よ
り
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
笑
顔

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、皆
さ
ん
の
温
か
い
見
守
り
と「
も

し
か
し
て
虐
待
で
は
？
」
と
思
わ
れ

た
と
き
の
連
絡
（
通
告
）
を
お
願
い

し
ま
す
。

　　

児
童
虐
待
に
関
す
る
取
り
扱
い

は
、
主
に
児
童
福
祉
法
と
児
童
虐
待

防
止
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
法
律
で
は
「
児

童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童

を
発
見
し
た
人
は
、
福
祉
事
務
所

（
市
）
や
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

通
告
は
、
間
違
っ
て
い
て
も
構
い

ま
せ
ん
。
後
で
責
任
が
か
か
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、「
も
し
か
し

て
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
〜
気
に
な
る
子
ど
も
を
見
か
け

　

た
ら
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
〜

こ
れ
は
、
何
の
数
字
だ
と
思
い
ま

す
か
？

◆
通
告
は
国
民
の
義
務

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
子

ど
も
手
当
の
新
制
度
は
、
す
で
に
子
ど

も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
も
新
た

な
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な
る
方

に
は
申
請
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
12
月
28
日
ま
で
に

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、
子
ど
も
手
当

を
２
月
10
日
に
支
給
し
ま
す
。（
公
務

員
の
方
は
職
場
で
の
申
請
と
な
り
ま

す
。）

　　

h
子
育
て
支
援
課

　

 　

f（
２
５
）８
１
３
６

《
支
給
区
分
》

　
（
平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
３
月
）

○
０
歳
〜
３
歳
未
満
（
一
律
）

 

１
５
、０
０
０
円

○
３
歳
以
上
〜
小
学
校
修
了
前　

  
・
第
１
子
・
第
２
子 

１
０
、０
０
０
円

  

・
第
３
子
以
降 

１
５
、０
０
０
円

○
中
学
生
（
一
律
）

 

１
０
、０
０
０
円

※
平
成
23
年
９
月
ま
で
は
、

 

一
律
１
３
、０
０
０
円

　

第
何
子
目
か
は
、
18
歳
を
迎
え
て
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
子
ど
も
の

中
で
数
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
19
歳
、
16
歳
、
10
歳
、
５
歳

の
子
を
養
育
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
支

給
対
象
と
な
る
10
歳
と
５
歳
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
、
10
歳
の
子
ど
も
が
第
２
子
の

取
り
扱
い（
支
給
月
額
１
０
、０
０
０
円
）、

５
歳
の
子
ど
も
が
第
３
子
の
取
扱
い
（
支

給
月
額
１
５
、０
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
を

受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
！

10
月
分
か
ら
支
給
額
が
変
更

に
な
り
ま
す
！

●
第
何
子
と
は
・
・

●
子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
　

f（
２
５
）８
５
１
７

　
　

ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

●
滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

f
０
７
７（
５
６
２
）１
１
２
１

●
滋
賀
県
子
ど
も
を
守
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
24
時
間
対
応
）

　
　

f
０
７
７（
５
６
２
）８
９
９
６

●
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
24
時
間
対
応
）

　
　

f
０
５
７
０（
０
６
４
）０
０
０

子
ど
も
手
当
の
申
請
が
必
要
で
す
！

通
告
先

  f（32）0575
▼募集人数
　２歳児（12人）、３歳児（20人）
　４歳児（若干名）、５歳児（若干名）
▼受付期間
　11月１日（火）～15日（火）
 ８時30分～17時30分
　※土曜・日曜日・祝祭日は除き
　　ます。
▼入園説明会
　・日時　10月13日（木）
　　　　　10時30分～
　・場所　中央幼稚園

　来年４月から、保育園および市立幼稚園への入園を希望される方を対象に、入園申し込みを受け
付けます。

　市内の私立幼稚園では、平成24年度の新入園児を募集します。
　市内全域からの入園ができ、保育料負担軽減措置（就園奨励費）の制度があります。
　入園案内・願書を希望される方は、各幼稚園にお問い合わせください。

 f（22）2214
▼募集人数
　２歳児（若干名）、３歳児（20人）
　４歳児（10人）、５歳児（若干名）
▼受付期間
　11月１日（火）～15日（火）
 ９時～17時30分
　※土曜・日曜日・祝祭日は除き
　　ます。
▼入園説明会
　・日時　10月19日（水）
　　　　　10時30分～
　・場所　今津幼稚園

 f（32）0329
▼募集人数
　２歳児（若干名）、３歳児（15人）
　４歳児（10人）、５歳児（若干名）
▼受付期間
　11月１日（火）～15日（火）
 ８時30分～17時30分
　※土曜・日曜日・祝祭日は除き
　　ます。
▼入園説明会
　・日時　10月25日（火）
　 16時～
　・場所　藤波幼稚園

●対象保育園
《私立保育園》
愛隣保育園（今津）、なないろ
保育園（今津）、安曇川はこぶ
ね保育園（安曇川）、しろふじ
保育園（高島）
《市立保育園》
マキノ東保育園（マキノ）、マ
キノ西保育園（マキノ）、今津
東保育園（今津）、朽木保育園
（朽木）、古賀保育園（安曇川）、
高島保育園（高島）、さくら保
育園（新旭）、なのはな保育園（新
旭）

●入園要件
①高島市内に住民登録し、実際に
生活をされている家庭の子ども。

②子どもの保護者、同居の親族、
その他の方が家庭外労働、家庭
内労働、母親の出産、疾病、病
人の看護、家庭の災害などをは
じめ前記の事情に類する状態
で、保育に欠ける状態にある子
ども。

③入園対象年齢は、概ね生後６か
月から５歳まで

※なお、入園申し込み受け付け後、
入園要件を審査し、保育に欠け
る度合いの高い子どもから順
に入園を決定します。申し込み
されても定員に余裕がないな
どの理由により入園できない
ことがありますので、あらかじ
めご承知ください。

▼受付期間
　10月３日（月）～21日（金）
　８時30分～17時15分
（土・日・祝日等の閉庁日は除
きます。)

▼申込書類の備え付け場所
　・受付場所
　【保育園】
　子育て支援課、各保健センター
（新旭保健センターを除く。朽
木は朽木支所）

　各保育園（書類の配布のみで、
　受付はできません。）
　【市立幼稚園】
　子育て支援課、さくら幼稚園、
　なのはな幼稚園
　※申込書類は市のホームページ
　　からもダウンロードできます。
▼その他
　勤務先の都合等により高島
市外の保育園に入園を希望さ
れる場合は、子育て支援課まで
ご相談ください。また、来年４
月以降で育児休業が終わるな
どの理由で、年度途中からの保
育園への入園を希望される場
合も併せて申し込みを受け付
けます。

　h子育て支援課
　 　f（25）8136

■藤波幼稚園（安曇川）■今津幼稚園（今津）■中央幼稚園（安曇川）

保育園

●対象幼稚園
さくら幼稚園（新旭）、
なのはな幼稚園（新旭）

●入園要件
①新旭町内に住民登録をし、実際
に生活をされている家庭の子
ども

②入園対象年齢は、３歳から５歳
まで

●通園区域
《さくら幼稚園》
饗庭・熊野本・旭・針江・深溝
《なのはな幼稚園》
新庄・安井川・北畑・藁園・太田

市立幼稚園

平成24年度  私立幼稚園入園児募集

平成24年度    保育園・市立幼稚園の入園申込受付開始
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その
他

古　
紙

海
外
か
ら
届
い
た

当
選
通
知

機
密
文
書
の
処
理
方
法

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

届
い
た
書
面
に
は
、
あ
た
か
も
懸
賞
や

宝
く
じ
に
当
選
し
て
、
高
額
な
賞
金
が
受

け
取
れ
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
応
募
し
て
い
な
い
の
に
当

選
す
る
と
い
う
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

懸
賞
や
宝
く
じ
の
申
し
込
み
を
さ
せ
て
、
金
銭
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
送
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
費
用
は
少
額
だ
か
ら
と
安
易
に
お
金
を
払

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
費
用
の
支
払
方
法
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
払
い
に
す
る
と
、
何
度
も
引
き
落
と
さ
れ
る
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

無
視
す
る
こ
と
が
最
善
の
防
止
策
に
な
り
ま
す
の
で
、

誘
い
文
句
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

h
生
活
相
談
課　

f（
２
５
）８
１
２
５

　

事
業
所
等
で
出
た
機
密
文
書
（
い
わ
ゆ
る
個

人
情
報
な
ど
の
秘
密
の
文
書
）
の
処
理
は
皆
さ

ん
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

高
島
市
で
は
「
ご
み
減
量
大
作
戦
」
の
実
施

に
伴
い
、
燃
や
せ
る
ご
み
で
は
な
く
、
資
源
と

な
る
よ
う
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
た
り
、
業

者
に
機
密
文
書
処
理
を
依
頼
す
る
な
ど
リ
サ
イ

ク
ル
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
紙
回
収
業
者
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
み
減
量
推
進
室
へ

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
の
自
宅
等
で
個
人
情
報
が
入
っ

て
い
る
紙
な
ど
に
つ
い
て
は
、
小
さ
く
破
り
、

「
雑
誌
に
挟
む
」「
封
筒
や
紙
袋
に
入
れ
る
」
な

ど
の
方
法
で
そ
の
他
古
紙
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

h
ご
み
減
量
推
進
室

　
　

f（
２
５
）８
１
２
３

　

海
外
か
ら
エ
ア
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
自
分
が
３
億
円
の
賞
金
当
選

者
で
あ
り
、
受
け
取
る
た
め
に

は
３
千
円
の
費
用
が
必
要
と
書

か
れ
て
い
た
。
申
し
込
ん
だ
覚

え
は
な
い
が
、
賞
金
が
高
額
な

の
で
期
待
し
て
し
ま
う
。
信
用

し
て
も
大
丈
夫
か
。

� � �� この事業は全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

ぜひ、紙ごみを持ってお越しください。
皆さんのご協力をよろしくお願いします。

　高島市内の地域別ごみ削減状況をお知らせしま
す。（４月～８月分）
　パッカー車で回収した可燃ごみ（燃やせるごみ）
の搬入量を、地域別で平成21年度と比較しまし
た。可燃ごみが増加している地域の皆さん、紙ご
みをしっかり分別していただき「ごみ削減」とな
るようご協力をお願いします。

▼期　日　10月９日（日）
▼場　所　朽木運動会駐車場

第４回 リサイクル広場
を開催します

地域別　可燃ごみ削減状況

　高島署では、郵便事業株式会社堅田支店と市内の６つの郵
便局と「犯罪情報提供の協力に関する覚書」を、８月31日
に締結しました。
　市内では日々、約65人の郵便事業会社員が郵便物の集配
などに携わっています。市内で空き巣やひったくり、ひき逃
げ事件や行方不明などの事案が発生した場合、覚書に基づい
て当署からその概要を郵便局側に送り、目撃情報の提供を依
頼します。郵便局からは外務社員の業務端末にメールを送り、
情報提供を呼びかける仕組みとなっています。
　覚書の効力は9月1日から発生し、多くの目で高島市内を
見守ることによって、犯罪の発生しにくい安全で安心して暮
らせる高島市の実現を目指していきます。

　○締結年月日　８月31日（水）
　○締 結 場 所　高島警察署
　○締 結 者　　
　　・郵便事業会社堅田支店
　　・郵便局株式会社
　　　（マキノ・今津・朽木・安曇川・高島・新旭各郵便局）
　　・高島警察署 問高島警察署　f（22）0110

多くの目で犯罪抑制！
犯罪情報提供で郵便局と覚書を締結

鵜川・宝・打下地区の
広域避難所が
変わります
　高島老人福祉センターの閉鎖に
伴い、10月１日から鵜川・宝・
打下地区の広域避難所が「アイ
リッシュパーク」に変わります。

▼広域避難所名称
　アイリッシュパーク
　　f（36）0219
▼避難対象地域（区・自治会）
　城山台・湊・巴・榊・新中野・竜・
　新町・萩の浜・鵜川・宝・打下

○広域避難所・・・
大規模災害時などで避難が長期
化する場合などに必要に応じて
市が開設する二次的な避難所

　問総合防災課
　　f（25）8133

火災 救急 救助
（　）内は年累計

建物火災／1（9）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 152件 157件 ▲5件

死　　者　　数 4人 3人 1人

傷　　者　　数 199人 211人 ▲12人

発生場所
マキノ 19
今　津 33
朽　木 6
安曇川 39
高　島 22
新　旭 33

●発生状況（累計）

交通事故／0（13）
その他／1（12）

車 両 火 災／0（3）
その他火災／1（4）

交通事故／27（153）
急 病／152（1022）

一般負傷／35（265）
その他／28（198）

火 災／0（5）
水難事故／0（4）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

高島市内の交通事故発生状況 （平成23年8月末現在） 火災火災８月の 件数

h消防本部　消防総務課　f（22）5401

ごみ減量
大作戦
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地
区 医 療 機 関 名 予約電話

高 齢 者
インフルエンザ 
予 防 接 種

子宮頸ガン予防
ワクチン接種

予　約 サーバ
リックス

ガーダ
シル

マ
キ
ノ

マキノ駅前診療所 28-8088 要 ○ ×
マ キ ノ 病 院 
（予約 平日12時～17時） 27-0101 要 ○ ×

今

津

今 津 病 院 22-2238 要 ○ ○
藤 井 医 院 22-5311 不要 ○ ○
安 井 医 院 22-2030 要 ○ ○
あいりんクリニック 22-1711 要 ○ ○
お かだ小児科医院 22-8071 ○ ○
前 川 ク リ ニ ッ ク 22-2881 要 ○ ○
けいこピュアクリニック 24-7000 要 ○ ○

朽
木

朽 木 診 療 所 
（予約 平日14時～16時） 38-2071 要 ○ ○

安

曇

川

氷 室 内 科 医 院 32-2112 要 ○ ×
土 田 医 院 32-3317 要 ○ ○
浮 田 医 院 32-3751 不要 ○ ○
澤 村 医 院 32-3525 要 ○ ○
林 田 医 院 32-1600 不要
宮本整形外科クリニック 32-8039 要
東 医 院 32-1331 要 ○ ○
多 胡 ク リ ニ ッ ク 34-0345 不要 ○ ×

高

島

公立高島総合病院 
（予約 平日14時～16時） 36-2299 要 ○ ○

小 篠 医 院 36-1511 要 ○ ×

新

旭

本 多 医 院 25-4123 要 ○ ×
藁 園 本 多 医 院 25-6591 要
澤 村 ク リ ニ ッ ク 25-5082 要 ○ ○
片 岡 ク リ ニ ッ ク 25-6373 要 ○ ○

湖 西 ク リ ニ ッ ク 25-2539 要 
（かかりつけ患者のみ）

ま つ も と 整 形外科 25-8201 要 
（かかりつけ患者のみ）

小 林 ク リ ニ ッ ク 25-8107 要 ○ ○
まつだ内科・歯科クリニック 25-5050 要

　今月は、音羽古墳公園や近藤重蔵の墓などを訪ね歩く　　
「万葉の歌碑コース（高島）約4.4㎞」です。
　▼日 時　10月23日（日）　９時30分～11時30分
　▼集 合　高島保健センター前
　▼持ち物等　帽子、タオル、お茶、リュックサック、　　
　　　　　　　履き慣れた靴、雨具（雨が降りそうな時）

いっしょに歩きませんか

10月14日（金）
　◎10時00分～11時30分
　　　新旭保健センター
　◎13時30分～15時30分
　　　安曇川保健センター

10月28日（金）
　◎10時00分～11時30分
　　　高島保健センター
　◎13時30分～15時30分
　　　公立高島総合病院
▼対　象
　16歳～69歳
　（初めての方は64歳まで）

　※時間は、受付時間です。

《全血献血》
※予約不要

献血に
ご協力ください

健康たかしまいきいきウォーキング

　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

感
染
予
防
を
目
的
と
し
た
予
防
接
種

を
10
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直

接
医
療
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
へ

の
事
前
申
込
は
要
り
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま

で
に
通
常
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
。
接
種
は
12
月
中
旬
ま
で
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。（
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷

時
期
に
よ
り
開
始
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

　

h
健
康
推
進
課

　
　

f（
２
５
）８
０
７
８

10月１日から
高齢者インフルエンザ予防接種開始

　国の新型インフルエンザ対策は、昨シーズンのインフルエンザ流行状況が例年の季節性インフルエンザの流行と大き
く異ならなかったため、本年４月より通常の季節性インフルエンザ対策に移行しています。それに伴い、10月１日か
らの高島市インフルエンザ対策は、高齢者の重症化防止を図るためインフルエンザ予防接種を実施します。なお、今年
度から市民税非課税世帯の費用助成はなくなりましたのでご了承ください。

▼対 象 者
　①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器、
免疫機能障害の身体障害１級の方

▼接種期間
 　10月１日（土）～12月31日（土）
▼ワクチン
　昨シーズン同様、季節性（２価）と２シー
ズン前に新型と呼ばれた株（１価）を含んだ
混合３価ワクチン

▼持 ち 物　健康手帳、予診票（医療機関にあります）
▼接種費用　1,000円
　《費用免除》
　　対象者　生活保護世帯に属する方
　　手続き　接種前に各保健センター、または
　　　　　　健康推進課へ、認め印を持参のう
　　　　　　え申請ください。
▼実施医療機関　左表のとおり

＜参加にあたってのお願い＞
・日頃からご自身の健康管理をお願いします。
・参加を希望される方は現地にお越しください。
(申込不要）

・実施の有無は、現地で判断をしますので、中止
の連絡は行いません。

　h健康推進課　f（25）8078

サーバリックス（従来） ガーダシル（追加）
公費助成対象者 中学校１年生～高校１年生
接 種 回 数 ３回

接 種 間 隔 初回接種から１カ月後、
６カ月後

初回接種から２カ月後、
６カ月後

ワ ク チ ン ２価（HPV16、18型）４価（HPV6,11,16,18型）
両 ワ ク チ ン
の 互 換 性

子宮頸がんワクチンを１回でも接種した後、も
う一方の子宮頸がんワクチン接種はできません。

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
に

　
　
　
　

新
た
な
ワ
ク
チ
ン
追
加

　

高
島
市
で
は
、
本
年
１
月
４
日
か
ら

下
記
対
象
者
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
し
、
接
種
費
用
の
全
額

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
15
日
よ
り
従
来
の
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」

に
加
え
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

従
来
の
ワ
ク
チ
ン
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス
」
は
子
宮
頸
が
ん
を
引
き
起
こ
す
Ｈ

Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

16
、
18
型
に
対
す
る
２
価
ワ
ク
チ
ン

で
、
新
た
に
接
種
可
能
と
な
る
ワ
ク
チ

ン
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
は
、
こ
れ
に
加
え

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
（
性
器
や
肛
門
の

ま
わ
り
に
イ
ボ
が
で
き
る
病
気
）
に
有

効
な
６
、
11
型
が
含
ま
れ
る
４
価
ワ
ク

チ
ン
で
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機

関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
つ
い

て
は
、
医
師
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
医
療
機
関

　

前
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り

▼
接
種
に
必
要
な
物

　

・
母
子
健
康
手
帳

　

・
予
診
票

　
　
（
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
）

　９月21日に安曇川地域で実施を予定していました結核健康診断を、次の日程に変更しました。
　今年度の結核健康診断は、この日が最終日となりますのでぜひ受診してください。

結核健康診断の日程を変更しました

▼変更日
▼受付時間・会場
 ９時～ ９時30分 青柳会議所
10時～10時30分　リバーサイド集会所
11時～11時30分　川島草の根ハウス
13時30分～14時　今在家貴布弥神社前
14時30分～15時　北船木老人憩の家
15時30分～16時　安曇川世代交流センター

10月27日（木）

▼持ち物
　　受診券

★安曇川世代交流セン
ターは、リフト対応が
できます。車椅子など
での健診を希望される
方はご利用ください。

健康相談や乳幼児の健診などの日程は、「たかしま健康だより」か市のホームページをご覧ください！
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・
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
で

死
亡
、
精
神
も
し
く
は
身
体
に

著
し
い
障
が
い
を
受
け
た
り
、

資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け

た
。

・
干
ば
つ
冷
害
な
ど
で
農
作
物
の

不
作
、
不
漁
な
ど
に
よ
り
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
。

・
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、

失
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
。

・
上
記
に
類
す
る
事
由
に
よ
り
生

活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間

に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以

上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
た

だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
の

方
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
一

時
的
に
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
世

帯
は
医
療
費
の
支
払
い
を
最
長
６
か
月
の

間
猶
予
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
収
入
が
生
活

保
護
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
入
院
費
に
限

り
最
長
３
か
月
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
審
査
が
あ
り
ま
す
。）

　

h
保
険
年
金
課

　
　

f（
２
５
）８
１
３
７

【
申
請
手
続
き
】

　

世
帯
主
が
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る

前
に
、
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
申
請
書

と
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【電話】大津年金事務所
   f０７７－５２１－１４８９
    　 平日８時30分～17時

日 時　10月27日（木）
　　　　　10時～16時
場 所　安曇川公民館
申込方法　予約専用電話でお申
　　　　　し込みください。

※この電話では予約以外のご用件はお受
け出来ません。

※予約受付は、定員になり次第、締め切
りとなります。

一日年金相談所
※
申
請
書
以
外
に
も
次
の
も
の
が
必  

　

要
で
す
。

・
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
と
世
帯
員
の
給
与
支
払
明

細
書
と
預
金
通
帳
な
ど

・
雇
用
保
険
受
給
者
証
、
離
職
証
明

書
（
失
業
の
場
合
）

・
り
災
証
明
書
（
災
害
の
場
合
）

・
そ
の
他
申
請
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
、
印
鑑

国
民
健
康
保
険

一
部
負
担
金
の
徴
収
猶
予
お
よ
び
免
除
制
度

【
対
象
と
な
る
人
】

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯

主
な
ど
主
た
る
生
計
維
持
者
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
生
活
が
著
し
く
困
難
と

な
っ
た
世
帯
の
被
保
険
者

　

任
意
加
入
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
月
々
の

保
険
料
を
確
実
か
つ
円
滑
に
納
付
い
た
だ
く

た
め
、
原
則
、
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

現
金
で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
の

保
険
料
納
付
は
口
座
振
替
で

【
窓
口
で
の
手
続
き
】

　

任
意
加
入
の
資
格
取
得
申
出
書
を
提
出
さ

れ
る
際
に
、
口
座
振
替
申
出
書
も
し
く
は
口

座
振
替
が
で
き
な
い
旨
の
申
出
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

（
口
座
振
替
が
で
き
な
い
旨
の
申
出
書
の
様

式
は
任
意
の
様
式
で
構
い
ま
せ
ん
）

◎
詳
し
く
は
高
島
市
役
所
・
各
支
所
ま
た

は
大
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
現
金
で
納
付
が
で
き
る
場
合
は
】

①
預
金
口
座
を
有
し
て
い
な
い
場
合

②
資
格
を
喪
失
す
る
ま
で
の
期
間
の
保
険
料

を
前
納
す
る
場
合

（
加
入
す
る
年
度
内
に
納
付
月
数
が
40
年

を
迎
え
て
任
意
加
入
期
間
が
終
了
す
る

方
な
ど
）

③
そ
の
他
①
、
②
に
準
ず
る
正
当
な
事
由
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

ご存知ですか？
国民年金の
任意加入制度

ご存知ですか？
国民年金の
任意加入制度

６2

北部地域包括支援センター  f（22）0193
北部健康福祉センター  f（22）5101

南部地域包括支援センター  f（32）2520
南部健康福祉センター  f（32）4413

マキノ
今 津
新 旭

朽 木
安曇川
高 島

　

高
齢
者
虐
待
と
は
、高
齢
者
が「
尊

厳
を
も
っ
て
生
き
る
」
権
利
（
人
権
）

を
侵
害
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。

　

平
成
18
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」
は
、
こ
の

高
齢
者
の
権
利
や
利
益
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
法
律
で
は
、
養
護
者
（
介
護
や
世

話
を
し
て
い
る
親
族
等
）
へ
の
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
環
境
の
中

で
、
尊
厳
を
保
ち
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
在
宅
で
の
介
護
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
介
護

を
す
る
家
族
の
負
担
は
考
え
る
以
上

に
大
き
な
も
の
で
す
。「
家
族
だ
か

ら
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う

《高齢者虐待防止法で虐待と定義されている行為》

身 体 的 虐 待

殴る、蹴る、つねる、押さえつける、意
に反してベッドに縛りつける、つなぎ服
を着用させる、自分で開けられない部屋
に閉じ込める

世話や介護の
放 棄・ 放 任

髪が伸び放題、皮膚が汚れている、食事
や水分を与えない、適切な医療や介護サ
ービスを受けさせない、劣悪な住環境の
中に放置する

心 理 的 虐 待 怒鳴る、ののしる、悪口を言う、話しか
けない、返事しない、子ども扱い

性 的 虐 待 性的接触、みだらな言葉による嫌がらせ、
懲罰的に下半身を裸にして放置する

経 済 的 虐 待 必要なお金を渡さない、本人以外が年金
や預金を勝手に使う

の
重
荷
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待

に
気
づ
い
た
人
は
市
町
村
に
通
報
す

る
義
務
が
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
通
報
し
た
人
が
特
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

虐
待
に
気
づ
い
た
方
か
ら
の
通
報
だ

け
で
な
く
、
介
護
し
て
い
る
方
や
高

齢
者
本
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
て
い

ま
す
。
虐
待
を
未
然
に
防
止
し
、
高

齢
者
も
介
護
者
も
、
そ
の
人
ら
し
く

人
生
を
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

虐
待
を
防
ぐ
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
遣
い
で
す
。
高
齢
者
や
高
齢
者

を
介
護
す
る
家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い

よ
う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ

き
、
み
ん
な
が
声
を
か
け
あ
い
支
え

あ
う
こ
と
が
虐
待
の
予
防
に
な
り
ま

す
。
あ
い
さ
つ
な
ど
の
、
何
気
な
い

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

　この教室では、専門家を交えて介護に関
する学習や、参加者同士の交流を行ってい
ます。
【安曇川会場】
　▼開 催 日　10月14日（金）
　▼場 所　安曇川公民館

【朽木会場】
　▼開 催 日　10月24日（月）
　▼場 所　丸八百貨店

〈両日とも〉
　▼時 間　11時～15時
　▼内 容　認知症の方への接し方や介
 護について
　▼講 師　渡辺哲弘認知症専門指導師
　▼参 加 費　昼食代（1,000円）
　▼申込方法　開催日前日までに各地域包
 括支援センターまで

10月の家族介護教室

責
任
感
や
介
護
の
疲
れ
な

ど
か
ら
虐
待
が
始
ま
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
虐

待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
一
人
で
介
護
を
抱

え
込
ま
な
い
こ
と
、
そ
し

て
、
周
り
の
人
が
介
護
者

の
負
担
を
知
り
、
温
か
い

言
葉
を
か
け
た
り
、
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
家
族
会
な
ど
に

参
加
し
、「
同
じ
よ
う
に

苦
労
し
て
い
る
人
が
い

る
、
一
人
じ
ゃ
な
い
」
そ

う
感
じ
る
だ
け
で
、
心

紙ごみ減量標語応募作品 「すてちゃだめ !　使える物は　リサイクル」　志村莉里香（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「よく見ろ !　思わぬところに !　資源がある !」　清水　慧（今　津）
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、
今
年
度

か
ら
小
学
校
で
実
施
さ
れ
、
中
学
校

は
平
成
24
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
は
、
文
部
科
学
省
の
検
定

を
受
け
た
教
科
書
の
中
か
ら
ど
の
教
科

書
を
中
学
校
で
使
用
す
る
か
を
決
め
る

（
採
択
す
る
）
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
関
係
者
や

保
護
者
等
か
ら
な
る
教
科
書
選
定
委
員

会
で
調
査
・
研
究
を
行
い
、
第
８
回
定

例
会
で
来
年
度
か
ら
使
用
す
る
教
科
書

を
採
択
し
ま
し
た
。

　

採
択
対
象
と
し
た
教
科
書
は
、現
在
、

今
津
図
書
館
と
教
育
研
究
所
（
安
曇
川

支
所
２
階
）
で
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
３
月
に
学
習
指
導
要
領

が
、
次
の
内
容
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
生
き
る
力
」
と
い
う
理
念
の
共
有

②
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得

③
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育

成
④
確
か
な
学
力
を
確
立
す
る
た
め
に
必

要
な
授
業
時
数
の
確
保

⑤
学
習
意
欲
の
向
上
や
学
習
習
慣
の
確

立
⑥
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
の
育
成
の

た
め
の
指
導
の
充
実

来
年
度
か
ら
中
学
校
の

教
科
書
が
新
し
く
な
り
ま
す

第
８
回
定
例
会
報
告

８
月
22
日
開
催

　和歌山県教育委員会が、小
中学校適正規模化を積極的に
取り組まれていることから、
７月下旬に研修へ行きまし
た。
　和歌山県教育委員会では、
市町村への支援策の内容、海
南市教育委員会では、小学校
統合の経過等について説明を
受け、質疑をしました。

教育委員の先進地研修

　㈳滋賀県建設業協会高島
支部の社会貢献活動の一環
として、夏休みに４小学校
と１中学校のグラウンド整
地をしていただきました。

建設業協会が
ボランティアで作業

◎
中
学
校
学
習
指
導
要
領
と
は

文
部
科
学
省
が
、
中
学
校
で
教
え

る
内
容
を
学
校
教
育
法
施
行
規
則

に
基
づ
き
、
定
め
た
も
の
で
す
。

◎
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
要
点

今
回
の
改
訂
で
は
、「
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
外
国
語
、
保
健
体
育
」

の
授
業
時
数
が
増
加
さ
れ
、「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
が
縮
減
さ
れ

る
な
ど
ゆ
と
り
で
も
詰
め
込
み
で

も
な
く
、
知
識
、
道
徳
、
体
力
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
力
（
生
き
る

力
）
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

議　
　
　

案

・
高
島
市
学
校
給
食
運
営
委
員
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
に
中
学
校
に
お
い
て
使

用
す
る
教
科
用
図
書
お
よ
び
小
中
学

校
の
特
別
支
援
学
級
に
お
い
て
使
用

す
る
学
校
教
育
法
附
則
第
９
条
に
規

定
す
る
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い

て

　

主
な
協
議
、
報
告
事
項

・
平
成
23
年
度
点
検
評
価
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
度
県
予
算
編
成
に
か
か
る

要
望
に
つ
い
て

・
平
成
23
年
度
小
中
一
貫
教
育
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

・
夏
季
小
中
学
校
運
動
競
技
大
会
等
の

結
果
に
つ
い
て

・
市
立
小
学
校
・
中
学
校
運
動
会
（
体

育
祭
）
に
つ
い
て

・
歴
史
体
験
学
習
会
「
た
か
し
ま
歴
史

楽
」
に
つ
い
て

・
戦
国
山
城
体
験
イ
ク
サ
サ
イ
ズ

２
０
１
１
に
つ
い
て

h公立高島総合病院　f（36）0220
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８月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。

公立高島総合病院からのお知らせ

インフルエンザの季節到来
日常生活での予防が重要！
インフルエンザの季節到来
日常生活での予防が重要！

　毎年行っている、公立高島総合病院の研究発表会を開
催します。病院職員や救急隊員によって日常業務の取り
組みや研究の成果を発表します。市民の皆さまへ向けた
発表会を目指していますので、お気軽にご参加ください。

　▼日時　11月５日（土）
　　　　　　９時15分～正午
　▼場所　藤樹の里文化芸術会館
　▼内容　病院職員、救急隊員による口演発表

　参加費や事前申込は不要です。ご質問等は公立高島総
合病院（f36-0220）までお問合せください。

日常生活の中でインフルエンザにかからないように日ごろから予防しましょう。

手洗いの仕方感 染 予 防 対 策

公立高島総合病院
研究発表会

１．栄養と休養を十分取る
体力をつけ、抵抗力を高めることで感染しにくくな
ります。

２．人ごみを避ける
病原体であるウイルスを寄せ付けないようにしま
しょう。

３．適度な温度、湿度を保つ
ウイルスは低温、低湿を好み、乾燥しているとウイ
ルスが長時間空気中を漂っています。加湿器などで
室内を適度な湿度に保ちましょう。

４．外出の後は手洗いとうがいをする
手洗いは接触による感染を、うがいは
のどの乾燥を防ぎます。

５．マスクを着用する
咳やくしゃみの飛沫からの感染を防ぐ
効果があります。

を開催します

①手のひらと手
のひらを擦り
ます。

②右手のひらで
左手の甲を、
左手のひらで
右手の甲を擦
ります。

③指を組み合わ
せ指の間を擦
ります。

④指先は手のひ
らの中央で
園を描くよう
に。

⑤親指を反対の
手で擦る。

⑥手首までしっ
かり洗う。
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■12月号締切　10月25日（火）
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■11月掲載分締切　10月11日（火）
■掲載料　１か月10,000円
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募　集

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　10月28日必着（掲載は12月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）

若
い
時　

買
っ
た
苦
労
が　

今
に
生
き

真
夏
日
や　

別
れ
を
告
げ
る　

ア
ナ
ロ
グ
に

童
心
に　

か
え
り
孫
と
飛
ば
す　

紙
飛
行
機

五
十
年　

入
院
知
ら
ぬ　

我
が
女
房

飛
び
立
っ
た　

想
い
出
と
も
に　

雲
の
中

妻
が
出
す　

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
で　

ビ
ー
ル
飲
む

腰
ま
げ
て　

歩
く
姿
は　

親
ゆ
ず
り

放
射
能　

汚
染
牛
肉　

全
国
ネ
ッ
ト

入
道
雲　

こ
ち
ら
も
ほ
し
い　

ひ
と
う
ろ
い

整
形
院　

歩
幅
そ
ろ
え
る　

夫
婦
愛

お
盆
ま
い
り　

年
重
ね
て
も　

い
や
さ
れ
る

孫
そ
ろ
い　

笑
顔
ほ
こ
ろ
び　

さ
い
ふ
空

汗
拭
き
て　

自
転
車
こ
ぎ
し　

酷
暑
か
な

夏
の
夜
に　

琵
琶
湖
に
映
え
る　

大
花
火

風
鈴
が　

ひ
っ
し
に
涼
を　

呼
ん
で
い
る

若
作
り　

し
わ
の
深
さ
は　

ご
愛
嬌

山
里
に　

虹
の
橋
懸
け　

彼
岸
来
る

と
ま
り
て
は　

つ
か
れ
ま
し
た
と　

夏
の
蝶

机た
く
じ
ょ
う
上
に　

飾
り
し
箱
の　

う
れ
し
さ
よ

曾
孫
出
来　

目
出
度
数
へ
る　

は
ち
に
ん
目

人
生
や　

生
あ
る
限
り　

努
力
一
筋

中
河　

仁
子
（
今
・
今
津
）

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

上
田　

え
み
（
マ
・
浦
）

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

節
電
で　

古
い
に
し
え
び
と
人
の　

智
恵
求
め

利と
が
ま鎌
待
つ　

労
苦
報
わ
れ　

実
り
秋

つ
く
づ
く
と　

つ
く
つ
く
ぼ
う
し　

も
う
秋
か

父
母
離
れ　

疎
開
の
畔
で　

リ
ン
ゴ
の
歌

会
い
た
い
と　

書
き
し
鎮
魂　

灯
ろ
う
流
し

終
戦
日　

玉
音
残
る　

５
歳
の
日

虹
の
橋　

ふ
も
と
尋
ね
て　

駆
け
回
り

暑
さ
耐
え　

花
活
き
い
き
と　

我
癒
す

コ
ン
バ
イ
ン　

ロ
ー
ン
だ
っ
た
が　

華
だ
っ
た

年
ゆ
け
ば　

ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り　

暮
ら
そ
う
ね

暑
い
の
か　

波
を
立
て
て
る　

池
の
鯉

お
悔
や
み
覧　

秘
か
な
想
い
に　

時と

き間
が
過
ぎ

月
十
三
夜　

木
々
の
葉
ざ
ま
に　

や
ど
る
月
影

地
蔵
盆　

新
エ
プ
ロ
ン
で　

尚
の
笑
み

釣
り
仲
間　

右
に
左
に　

夏
帽
子

お
月
様　

こ
ん
な
世
相
を　

笑
っ
て
る

靖
国
の　

父
に
会
い
た
し　

お
盆
か
な

ま
あ
い
い
か　

ま
た
明
日
に
と
で　

日
が
過
ぎ
て

松
茸
の　

か
お
り
恋
し
や　

三み

と

せ
十
年
前

茜
空　

稲い
な
お
い
う
ま

負
馬
の　

影
長
し

知
恵
が
浮
く　

助
け
た
嘘
が　

宝
か
も

山
本　

節
子
（
安
・
西
万
木
）

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

平
井　

ち
く
（
朽
・
大
野
）

畠
山　

美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

西　

美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
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　市消防本部では、各課・各署
が使用する共用封筒（長形３号）
に掲載する有料広告を募集しま
す。

▼募集する有料広告の概要
(1)寸　法…縦55㎜×横100㎜
(2)枠　数…３枠
(3)掲載料…１枠 5,000円
▼作成枚数　4,000枚
▼封筒の使用期間
　現在使用している封筒がなく
なった日から今回作成する封筒
がなくなる日まで
▼応募資格
　市税の滞納がない方
▼応募方法
　応募用紙に必要事項を記入
し、広告の原稿その他必要書類
を添付のうえ、消防総務課まで
お申し込みください。（郵送可）
※応募用紙はホームページから
　ダウンロードできます。
▼申込期限
　10月31日（月）必着

詳しくはお問い合わせください。

　h・i消防本部消防総務課
　　f（22）5401

　人権課題をテーマに人権教育基礎講座を開催します。
　家庭や職場、地域など、身近な生活の中に潜む人権問題を学び、
正しく理解しましょう。
　さまざまな人権の課題に取り組んでいる講師から語られるエピ
ソードの中に、日々の忙しさの中では見えてこない、ちょっとした
思い込みや間違った感覚に気づかされるのではないでしょうか。
　「気づき」は「始まり」、そして「学び」へと広がります。「気づき」
への一歩を踏み出してみましょう。
　１回のみの参加も大歓迎です。ぜひご参加ください。　

※11月はステップアップ講座を計画しています。

≪日時・場所・内容等≫
　◇第１回
　・日時　10月13日（木）14時～15時30分
　・場所　今津東コミュニティセンター
　・内容　講演　
　　　　　「『くらし』の中にみる『人権』～歴史や文化などを通して～」
　　　　　講師　奈良県人権教育推進協議会長　大寺　和男さん
　◇第２回
　・日時　10月17日（月）14時～15時30分
　・場所　安曇川公民館
　・内容　講演とグループワーク
　　　　　「つながり支え合うまちづくり　～地域から孤立しないために～」
　　　　　講師　滋賀県精神保健福祉センター　原田主幹、野坂主任保健師
　　　　　　　　高島市健康推進課　西村主任保健師
　◇第３回
　・日時　10月25日（火）14時～15時30分
　・場所　今津東コミュニティセンター
　・内容　講演
　　　　　「心をつなぐコミュニケーション　～よりよい人間関係のために～」
　　　　　講師　心理カウンセラー　丸本　敏久さん

▼参 加 費　無　料
▼募集期間　各開催日の３日前まで
▼申込方法　電話・ファックス・メール
　　　　　　受講希望日、住所、氏名、連絡先をお知らせください。

　h・i社会教育課　f（32）4457　g（32）1135　
　　　　　　　　 　　jsyakyo@city.takashima.shiga.jp

外語国際交流サロン　参加者募集

《英語国際交流サロン》
▼日時　10月８日（土）・22日（土）
　１回目  ９時30分～10時30分
　２回目  10時45分～11時45分

《韓国語国際交流サロン》
▼日時　10月８日（土）・22日（土）
　１回目  14時～15時
　２回目  15時15分～16時15分

▼場　　所　今津東コミュニティ
　　　　　　センター
▼参 加 費　一般500円
　　　　　　　（会員200円）
▼定　　員　各回10人程度
　　　　　　　（先着順）
▼申込方法　電話・ファックス・メール

　h・i高島市国際協会事務局　f（２０）１１８０　g（２０）１１８２　jtifa822@ares.eonet.ne.jp　

消防本部共用封筒への
有料広告募集

人権教育基礎講座　受講者募集！
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募　集

　認知症サポーター養成講座の
講師となる「キャラバン・メイ
ト」を養成します。

○認知症サポーターとは・・
　認知症について正しく理解
し、認知症の方やその家族を温
かく見守る「応援者」

▼日　時
　10月30日（日）
　　　９時30分～16時30分
　11月13日（日）
　　　10時～12時
▼場　所　新旭公民館
▼対　象
　以下に該当する方でキャラバ
ン・メイトとして年間10回程
度「認知症サポーター養成講座」
の講師をボランティアで行える
方
○認知症に関する基本的な知識
　および介護経験などがある方
○認知症サポーターの育成に関
　心を持ち、意欲のある方
▼申込締切　10月14日（金）
▼申込方法
　申込書に必要事項を記入のう
え、各地域包括支援センターま
でお申し込みください。
※申込書は各地域包括支援セン
ター、各保健センター（朽木は
朽木支所）にあります。

詳しくはお問い合わせください。

　h・i北部地域
　　　　包括支援センター
　　f（22）0193
　　南部地域包括支援センター
　　f（32）2520

　こころと体の健康を保つため
には、よく眠ることが大切だと
いわれています。市では、ここ
ろと体の緊張を和らげ、よりよ
い睡眠を得るためのリラックス
教室を開催します。
　この機会に、心理の専門講師
によるリラクゼーションを体験
しませんか。

▼日　程
①リラクゼーション
　「よく眠れる呼吸法」
　　臨床心理士　宮脇宏司さん
　日時：10月24日（月）
　　　　14時～16時
　場所：今津保健センター
　定員：20人
　締切：10月20日（木）

②森の癒し体験
　日時：10月31日（月）
　　　　10時～12時
　場所：マキノ高原
　定員：20人
　締切：10月27日（木）

③講演
　「健やかな生活のために

より良い睡眠を」
　　滋賀医科大学睡眠学講座
　　　特任教授　大川匡子さん
　日時：11月５日（土）
　　　　13時30分～15時
　場所：安曇川公民館
　定員：100人
　締切：10月31日（月）
▼申込方法　電話・ファックス

　h・i健康推進課
　　f（25）8078
　　g（25）5490

こころの健康づくり
リラックス教室・市民講座
受講者募集

　子どもが生まれてから、小学
校へ行くまでの乳幼児期は、家
庭の中で保護者が子どもの発達
に合わせた教育を行うことが大
切です。こころも体も日に日に
育つ、そんな子どもの成長にあ
わせた保護者のかかわり方を、
お話しと先輩ママの経験から学
びます。

▼日　時
　　10月26日(水)
　　　９時30分～11時45分
▼場　所　高島公民館
▼対象者
　乳幼児期の子どもをもつ保護者
　（定員20人）
▼内　容
　「乳幼児期に家庭で大切にし
たいこと」をテーマに、講師の
お話しを聞いた後、“先輩ママ”
の地域家庭教育アドバイザーと
グループになって、子育て経験
や悩みなどを語り合います。
　講師　高島市子育て支援課
　　　　　山原　惠子　指導員

▼申込締切　10月19日（水）
（定員になり次第、申込締切）
▼申込方法　電話・ファックス・
　　　　　　メール
　住所・氏名・連絡先・託児希
望の有無・託児を希望する場合
は、子どもの名前、性別および
年齢（月齢）をご連絡ください。

　h・i社会教育課
　　f（32）4457
　　g（32）1135
　　jsyakyo@city.　　　　
　　　takashima.shiga.jp

先輩ママに学ぶ となりの
子育て講座　受講者募集

高島市キャラバン・メイト
養成研修　受講者募集

　大人も子どもも、自分だけの
陶器をつくりませんか？
　陶芸クラブのメンバーが親切
に指導します。
　お皿、お茶碗、マイカップ、
人形などなんでもＯＫです。
▼日　　時　11月３日（木）
　　　　　　①10時～12時
　　　　　　②13時～15時
▼場　　所　新旭公民館作陶室
▼対 象 者　小学生以上
▼定　　員　①午前20人
　　　　　　②午後20人
　　　　　　計40人（申込順）
▼費　　用　300円／個
▼申込締切　10月15日（土）
▼申込方法　電話

　h・i新旭公民館
　　f（25）8100

みんなで楽しむ陶芸体験
教室　参加者募集

　びわ湖一周235㎞を25万人
で手をつなぎ、命の源の水を生
み出す母なる「びわ湖」を抱き
しめて、その恵みに感謝し、環
境を守る大切さを啓発しようと
するプロジェクトです。
　皆さんも参加しませんか。
▼日　時　11月６日(日)
　　　　　　10時～15時
　　　（手をつなぐのは12時）
▼場　所　びわ湖畔
（25か所でイベント開催）

▼参加費　500円
　　　　　（中学生以下自由）
▼申込方法　ホームページ

（http://dakibiwa.com）
　
　h抱きしめてBIWAKO
　　実行委員会
　　f/g077（598）5147

抱きしめてＢＩＷＡＫＯ
参加者募集

　長年郡展として親しまれ、県
内有数の歴史をもつ高島市美術
展覧会に、日ごろの成果を作品
にして出品してみませんか。

▼期　間
　11月19日（土）～23日（水）
　　９時～17時
▼会　場　新旭体育館
▼応募資格
　市内在住または通勤・通学す
る方、ならびに高島市出身の方
（中学生以下を除く）
▼募集部門
　平面・立体・書・工芸・写真
▼募集期間
　11月４日（金）～11日（金）
　９時～17時（土・日を除く）
▼作品の搬入
　11月14日（月）
　　９時～16時
　直接会場へお持ちください。
▼出品料　１点1,000円
　　　　　（高校生は500円）
▼申込方法
　出品申込書に必要事項をご記
入のうえ、郵送または下記申込
先へお持ちください。　　

※作品規定、出品点数など、詳
しくは公民館などにある実施
要項をご覧ください。

　h・i高島市美術展覧会
　　 　　実行委員会事務局
　　　　　（社会教育課）
　　　　〒520－1292
　　　　安曇川町田中455番地
　　　　f（32）4457

　高島市は伝統産業である扇骨
のまちとして知られています。
扇骨作りで出た削りくずで作っ
た竹紙に描く「絵手紙展」を開
催します。
　現在、出展作品を募集してい
ます。独特な風合いと書き味の
竹紙に作品を描いてみません
か。

▼作品の規格
　指定の竹紙（はがき大）に描
いたもの。画材自由。

《竹紙の入手方法》
高島市文化協会安曇川支部にお
申し込みください。
　・用紙代　１セット200円
　　　　　　（竹紙３枚）　　　
▼出品料
　　一人300円（竹紙２枚）
▼申込締切
　　11月10日（木）

《作品展日程》
▼期　間　11月26日（土）
　　　　　～12月11日（日）
▼場　所　安曇川公民館

詳しくはお問い合わせください。
（火曜休館）

　h・i高島市文化協会安曇川支部
　　　　　（安曇川公民館内）
　　f（32）0003

竹紙に描く絵手紙展
作品募集

第７回高島市美術展覧会
作品募集
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　市内に住んでいてもまだまだ
知らない山村地域。そんな山村
地域に興味のある人たちが集ま
り、１泊２日の体験を通じて地
元の人や参加者と交流しながら
山村のこれからについて考えて
みませんか？

▼日　時　11月19日（土）
　　　　　　　～20日（日）
▼場　所　民宿「いづみや」拠点
　　　　　（今津町三谷）
▼対象者　20歳以上
▼内　容
（１日目）
　・参加者同士の交流を深めな
　　がら山村を歩く
　・民宿「いづみや」宿泊
　・地元の人の活動紹介
（２日目）
　・山村で林業体験やものづくり
　　体験をグループに分かれ実施
　・全体で２日間のふりかえり
▼参加費　一人8,500円
　　　（１泊３食付き、体験料、
　　　　交流会、傷害保険代込）
▼募集期間
　10月１日（土）～28日（金）
　　17時まで（先着20人）
▼申込方法　電話・ファックス・
　　　　　　メール
　申し込みイベント名、住所、
氏名、年齢、連絡先をご連絡く
ださい。

　h・i社団法人
　　　　 びわ湖高島観光協会
　　f（22）6111
　　g（22）6113
　　jbiwako@
　　　takashima-kanko.jp 

高島森林体験学校　山村
ミーティング参加者募集

びわスポキッズフェス
ティバル　参加者募集

　スポーツを通じて子どもたち
に体を動かすことの楽しさを体
感してもらうことを目的とした
第10回びわスポキッズフェス
ティバルを開催します。
　スポーツ大学の学生と思いっ
きり身体を動かし、スポーツを
楽しみましょう！ 

▼日　時　10月８日（土）
　　　　　　13時～15時
▼場　所　安曇川スポーツセンター
▼対象者　幼稚園年中～小学３年生
▼定　員　200人（先着順）
▼募集期間　10月５日（水）　
　　　　　　　17時まで
▼申込方法　メール・ファックス
　参加者名（ふりがな）、学年、
年齢、通っている保育園・幼稚
園・小学校名、保護者名、緊急
連絡先をご記入ください。

　h・iびわこ成蹊スポーツ
　　　 　大学スポーツ開発・
　　　　 支援センター
　　f077（596）8446
　　g077（596）8447
　　jsen＠bss.ac.jp

障がい者パソコン教室
受講者募集

　障がいのある方の社会参加促
進のため、パソコン教室を開催
します。パソコン操作に慣れて
いない方でも、パソコンボラン
ティアがサポートしますので、
お気軽にご参加ください。

▼日　時
　10月21日・28日、11月11日・
18日、12月2日・９日（全６回）
　　金曜日　10時～12時
▼場　所　安曇川公民館
▼対象者
　市内在住で身体障害者手帳を
お持ちの方（定員６人）
▼参加費　無料（材料代として
　　　　　一部負担いただく場
　　　　　合があります）
▼申込締切　10月11日（火）
▼申込方法　電話・ファックス

　h・i湖西障害者生活支援 
　　　　センターほろん
　　f（22）4041
　　g（22）4131

草花遊びと種子の散り方
調べ　参加者募集

　秋の里山風景を楽しみながら
ハイキングをしませんか。

▼日　時　10月24日（月）
　　　　　９時10分～15時頃
▼集合場所　新旭駅
▼コース
　新旭駅ー日爪―新旭里山体験
　交流館もりっこ－新旭駅
▼参加費　５００円（保険料等）
▼申込締切　10月19日（水）
▼申込方法　電話

　h・iあいば地区
　　　　自然観察グループ
　　f090（2113）7486

冠句をはじめてみませんか

　題の下に12文字をつけて句
を作る冠句をはじめてみません
か。次の題を使って10句以内
で投句してください。
▼題　「命あり」「赤とんぼ」
　　　「古日記」
▼投句締切　10月24日（月）
《投句発表会》
　11月20日（日）９時30分～
　　・場所　新旭公民館

　h・l湖友会（桂田さん）
　　　〒520－1511
　　　新旭町藁園１５０９
　　　f（25）3081

ひとりで悩まないで！「平成の駆け込み寺」
やんちゃ和尚がやって来る！

　交通事故のない安心・安全な高島市を目指し、
交通安全について考える機会として、高島交通安
全市民大会を開催します。

▼日　時　10月23日(日)　13時30分～15時45分
▼場　所　藤樹の里文化芸術会館
▼内　容
　（第１部）　交通安全記念式典
　（第２部）　アトラクション
　　　・滋賀県警察本部「交通安全ふれあいチー
　　　　ム」による交通安全教室
　　　・高島高校吹奏楽部による演奏
▼その他　白バイに乗って記念撮影コーナー
　　
　h“セーフティーたかしま”
　　　交通安全推進協議会事務局（交通対策課）
　　f（22）0058

　高島市青少年育成市民会
議では、「あすくる高島」と
共催で、「やんちゃ和尚」を
招いて青少年育成指導者等
研修会を開催します。「みん
なで　子どもを守り　育て
る」地域づくりのために、多
くの皆さんの参加をお待ち
しています。

▼日　時　10月30日(日)　10時～12時
▼場　所　藤樹の里文化芸術会館
▼定　員　450人　▼参加料　無料
▼内　容
○廣中邦充さん講演会
　非行や家出、不登校や引きこもり、虐待の問題
を抱える青少年約600人を更生させ、テレビで
もおなじみのやんちゃ和尚こと、廣中邦充さんが
高島市にやってきます。
　青少年育成に携わっておられる方だけでなく、
悩みを持つ青少年やその家族の皆さんにも、課題
解決の糸口を見つけていただけるでしょう。
※13時から個人相談会を行います。
　(受付は講演会終了後。約20人。多数の場合抽選。無料。)

　h高島市青少年育成市民会議（青少年育成室内）
　　f（32）4458

高島交通安全市民大会

家庭教育講演会「家族をはじめよう」

　パパが育児に参画したら、子どもの笑顔がもっ
ともっと増えるかも！？　この講演会では、パパ
が子育てに関わることの大切さや家族の大切さ
を、みんなで考えていきます。

▼日　時　10月16日(日)12時30分～15時40分
▼場　所　高島公民館
▼内　容　
　　○講演会　「パパの子育て 家族の子育て
　　　　　　　　　～しあわせ家族の作り方～」
　　　　　　　講師　神戸常盤大学短期大学部
　　　　　　　　　　　 准教授　小崎 恭弘さん
　　○展示等　子育て・母子保健情報、
　　　　　　　　家庭教育アドバイス等
　　○子ども体験教室　むかし遊び等

《講演会申込》
　・定員　80人　・申込締切　10月11日（火）
《子ども体験教室申込》
　・対象　小学生（先着20人）
　・申込締切　10月５日（水）
《託児申込》
　・対象　就学前までの子（先着20人）
　・申込締切　10月５日（水）

▼各申込方法　電話・ファックス・メール
　住所・氏名・電話番号をご連絡ください。
※体験教室は、子どもの名前・性別・学年、託児
申込は子どもの名前・性別・年齢（月齢）もご
連絡ください。
※体験教室と託児は、講演会参加者の子どもが対
象です。

　h・i社会教育課
　　f（32）4457　g（32）1135
　　jsyakyo@city.takashima.shiga.jp

　創立59周年を記念して、記念式典・訓練展示・
戦車試乗・装備品展示などを行います。皆さんの
お越しをお待ちしています。

　▼日　時　10月９日（日）９時～15時
　▼場　所　陸上自衛隊　今津駐屯地

　h陸上自衛隊今津駐屯地　f（22）2581　

陸上自衛隊今津駐屯地　創立59周年記念行事
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　各学部の児童やＰＴＡによるステージ発表や、
本校児童や市内作業所、交流校の児童の作品展示
を行います。たくさんの方のお越しをお待ちして
います。
▼日　時　10月29日（土）９時40分～
▼場　所　新旭養護学校
　（「滋賀　教育の日」協賛事業）

　h新旭養護学校　f（25）6810

第15回　新旭養護学校文化祭

　私たちは毎日何不自由なく生活しているように
見えますが、それぞれ大なり小なりの問題を抱え
ているのではないでしょうか。この問題を解決す
るポイントは、意外と自分自身にある場合が多い
ものです。このセミナーを通して今一度考えてみ
る機会になればと思います。
▼日　時　10月14日（金）・15日（土）
　　　　　　19時～21時30分
▼会　場　安曇川ふれあいセンター
▼参加費　2,000円（テキスト代含む）

（後援）文部科学省・滋賀県・滋賀県教育委員会
　　　　高島市・高島市教育委員会

　h・i湖西モラロジー事務所　f（32）9725

モラロジー生涯学習セミナー
　「心がつくる人生」

▼日　時　10月29日（土）
　　　　　　13時～16時15分
▼会　場　高島市民会館
▼内　容
　《式典・里親体験発表》
　《アトラクション》
　　☆詩がたり『あなたがうまれたひ』
　　　　語　り/禅定正世さん
　　　　ピアノ/安井まゆみさん
　　☆会場の皆さん、ともに歌いましょう♪
　　　　「寄里藍サロン」の皆さん
　《講　演》
　　『いのちの詩がたり』～絆を結ぶ～
　　　　　里　みちこさん（詩人）

　h高島市里親会事務局（子育て支援課内）
　　f（25）8136

第54回滋賀県里親大会を高島市で開催!!
～地域みんなで  育ち愛～

　精神疾患を理解し日々のボランティア活動に活
かすためにどうしたらいいか、豊郷病院看護部長
の力石泉さんにお話しいただきます。
▼日　　時　10月17日（月）
　　　　　　　13時30分～15時40分
▼場　　所　今津宮の森コミュニティセンター
▼対　　象　精神保健福祉に関心のある方など
▼申込締切　10月11日（火）
▼申込方法　電話

　h・i精神保健福祉ボランティアメンタルポピー
　　f（36）1368（井上さん）

平家物語に触れてみませんか!!
平成尋常高等笑学校オープン講座

　平家物語についての講演と朗読劇を行います。
鎌倉時代、平家の繁栄から衰退までの世界を体験
してみてください。
▼日　時　10月21日(金)13時30分～15時20分
▼場　所　安曇川公民館
▼内　容
　　・講演「平家物語をひもといてみましょう」
　　　古典文学講師　古塚秀穂さん
　　・オリジナル朗読劇
　　　「平家落人伝承　池の沢物語」朗読集団ムサシ
　
　h安曇川公民館　f（32）0003

精神保健福祉ボランティア勉強会

　「住みよい高島市・魅力ある高島市」を目指して、
今年も市長を囲んで語り合う会を開催します。
　ぜひお友達を誘ってご参加ください。

▼日時　10月22日（土）13時～15時
▼場所　安曇川公民館
※女性の皆さん。楽しい事業を一緒にしてみませんか？
　現在、共に活動してくださる方を募集しています。

　h高島市女性の会連絡協議会
　　f（32）2768

お出かけまちづくり懇談会
　～高島市長と語る会　パート７～

相　談 日　時 場　所 内　容

行政なんでも
相談所

h滋賀行政評価事務所　
　行政相談課
　f077（523）1100
h生活相談課
　f（25）8125

10月21日（金）
13時30分～
16時

※受付は
　13時～15時

安曇川公民館
（安曇川ふれあ
いセンター）

　行政相談週間（10月17日（月）～23日（日））にあわ
せて、行政なんでも相談所を開設します。暮らしの身近な
相談など、お気軽にご相談ください。
▼参加機関と主な相談内容
　　大津地方法務局・・・・・・土地登記関係
　　滋賀県・・・・・・・・・・県の行政全般
　　高島市・・・・・・・・・・高島市の行政全般
　　大津年金事務所・・・・・・保険、年金等
　　滋賀県司法書士会・・・・・登記、相続、多重債務、
　　　　　　　　　　　　　　　成年後見等
　　滋賀県行政書士会・・・・・遺言書、遺産分割協議書
　　　　　　　　　　　　　　　等の書き方等
　　税理士・・・・・・・・・・税務関係
　　行政相談委員（総務大臣委嘱）・国の行政全般
　　滋賀行政評価事務所・・・・国の行政全般

農業経営何でも
相談会

h高島地域農業センター
　f（22）3178

10月27日（木）
10時～16時

今津町農協総合

営農センター

（カントリーエ

レベーター横）

　10月から１月まで４回にわたり、農業経営に関する悩みや
相談ごとにお答えする農業経営何でも相談会を開催します。
　今月は、「農業技術の改善」「各種施策の活用に向けた相談」
「融資に関する相談」を中心に開催します。
　お気軽にご相談ください。
　※要予約（10月21日（金）まで）

消費生活出張相談

h生活相談課
　f（25）8125

10月11日(火)
13時30分～
16時30分

マキノ支所

　消費者と事業者との契約に関することでお困りのことや、
消費生活に関してわからないことなど、消費生活相談員が
ご相談をお受けします。お気軽にご相談ください。（先着順）
　この日に限らず市役所本庁で消費生活相談窓口を開設し
ています。

税理士による無料
税務相談会
h今津納税協会
　f（22）3733

11月５日（土）
13時30分～
16時30分

今津東コミュニ
ティセンター

　所得税、法人税、消費税に関する悩み、商売を始められ
たときの税に関する手続き、相続や生前贈与に関する税金
の相談など、お気軽にご相談ください。
▼定　員　６人（申込順）
※要予約（予約時間９時～17時）

「暮らしの困りごと」
無料相談会
h滋賀県行政書士会高島支部
　f（25）2828

10月16日（日）
13時～16時

高島公民館
（アイリッシュ

パーク）

　遺言・相続の手続き、契約書、内容証明書の作成、各種
許認可、登録申請など、暮らしと役所の手続きについて行
政書士がお答えします。

特設人権なんでも
相談所
h人権施策課
　f（25）8125

10月12日（水）
13時～16時 市役所本庁 　毎日の生活の中で、差別やいじめなど人権に関わる問題

で悩んでいませんか？　ひとりで悩まずにご相談ください。

多重債務者
無料相談会
h生活相談課
　f（25）8125

10月22日（土）
13時～17時

安曇川公民館
（安曇川ふれあい
センター）

　借金問題でお困りではないですか？　弁護士が相談をお
受けし、問題解決のための助言を行います。
▼相談時間　１時間以内
▼定　　員　４人（申込順）　※要予約

有 

料 

広 

告



　平成24年１月から２月末までホールの改修工事を行います。
　ご利用の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

！ 藤樹の里文化芸術会館、ガリバーホール、今津東コミュニティ
センターの音響・照明工事のお知らせ

映画「春との旅」上映会

10時30分　上映

　北海道から東北・宮城へ－
　疎遠になった家族を巡る、旅のゆくえ。
　ある日、突然ひとりの老人が家を捨て
た。孫娘、春があとを追った・・・。

全席自由

【監督】小林政広
【出演】仲代達也
　　　  徳永えり
　　　  大滝秀治
  　　　菅井きん
  　　　小林　薫
  　　　田中裕子
　　     淡島千景
　　　  ほか

高島市さとやま劇場
高島市民会館

13時30分　開演
　３年に一度開催している市民文化の
祭典「高島市さとやま劇場」。３回目
となる今回の見どころは、ふるさと唄
を合唱で上演する初の試み、２地域の
高島音頭の上演、市内和太鼓３団体に
よる共演のほか、公募した詩をもとに
制作したオリジナル合唱曲を吹奏楽伴
奏で初演します！

劇団うりんこ公演

全席自由
14時　開演 　「もう生きていたくない」少年と「生

きていたかった」幽霊一家の物語。奇抜
でユーモアたっぷり。スピード感あふれ
るパワフルな舞台をお届けします！

「ダイアル　ア　ゴースト」

★朽木中学校PTAの親子鑑賞事業となるた
め、一般席に限りがあります。お早めにお買
い求めください。

14時 上映
２回上映
（各回入れ替え制）

高島市民文化の祭典

全席自由

一律５００円

【内容】日本語字幕付。
　　　　134分。35mmフィルム。

♪

♬
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文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

湖西地域の文化情報

「宙
そら

にあそぶ」永島正人クレパス画展

「光と風と遊」ガラス・キルト・ポジャギ展
若山久男・佳代子

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414
※最終日　17時まで

鑑 賞 無 料火・休

10時～22時

ギャラリー Cafe Cozy

10時～22時
10/16日～30日

10/2日～15土

鑑 賞 無 料 　h安曇川町田中426　f（32）0150

10時～17時

ギャラリー 藤乃井
10/16日～23日

10時～17時
開催中～10/14金

「奈良かね子水彩画遺作展」ギャラリー 散歩路
み ち

鑑 賞 無 料火・休
　h今津町今津1589-1
　　　f080（6182）1516

観覧無料

高島歴史民俗資料館

　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553入 館 無 料月・火・祝日
  　  休

●コーナー展示

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を調べる
●常設展示

●コーナー展示

山と湖
うみ

の生活文化を伝える

マキノ資料館

●常設展示

入 館 無 料月・火・祝日
  　  休 　hマキノ資料館　f（27）1484

土に学ぶ、里・山・湖の生活道具を展示

ます・枡・マス２
あなたの家に古い枡はありませんか？
ありましたらぜひ拝見させてください。

「親子展 」

鑑 賞 無 料
13時30分　開演

ガリバーホール
10/9日

朽木資料館

　h朽木資料館　f（38）2339

木地師関連資料と陣屋跡、
朽木氏関係文書を展示

朽木の生活文化を伝える
●常設展示

９時～16時30分
常設展示

入 館 無 料月・火・祝日
  　  休

高
島
か
ら
自
殺
を
な
く
す
た
め
に

ア
ル
コ
ー
ル
と
う
つ

「第４回あゆみ会発表会」
演歌、ポップス、クラシック等
いろいろなジャンルの曲を大正琴で演奏します。

琴伝流大正琴あゆみ会

青山野音・萌土・うめ
福島県から高島市に移住された青山さんの展覧会

　h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

　hガリバーホール　f（36）0219

　h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

やまびこ館

10/22土

一　　　般 8００円
中学生以下 3００円
（当日2００円増）

ガリバーホール

11/5土

一　　　般 1,0００円
中学生以下 8００円
（当日2００円増）

11/27日
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追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
酒

の
勢
い
が
手
伝
っ
て
死
に
た
い
気
持
ち

が
大
き
く
な
り
、
衝
動
的
に
行
動
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
が
悩
み
や
つ
ら
い
気
持
ち
を

抱
え
て
い
る
な
ら
、
ま
ず
周
囲
の
話
し

や
す
い
人
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。
言
葉

に
す
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
人
に
話
し
に
く

け
れ
ば
、
専
門
機
関
に
話
し
て
く
だ
さ

い
。

２つ以上あてはまると、依存症の可能性があ
ります。専門機関に早めに相談しましょう。

アルコール依存症のセルフチェック

マ
イ
ナ
ス
の
作
用

精神保健福祉普及週間 です。10月24日㊊～ 30日㊐は
　こころのバリアフリー宣言　～精神疾患を正しく理解する８つのキーワード～

飲酒量を減らさなければと感じた
ことがありますか？

神経を落ち着かせたり、二日酔い
を治すために朝酒や迎え酒をした
ことがありますか？

人から飲酒を非難されて、気にさ
わったことがありますか？

自分の飲酒に後ろめたさを感じた
ことがありますか？

（ＣＡＧＥテスト）

1 精神疾患を自分の問題として考えて
　 いますか
2 無理しないで、心も体も
3 気づいていますか、心の不調

4 知っていますか、精神疾患への正しい対応
5 自分で心のバリアを作らない
6 認め合おう、自分らしく生きている姿を
7 出会いは理解の第一歩
8 互いに支えあう社会づくり

？

－

　hあゆみ会（足立）　f（25）5776

※この事業は宝くじの
助成金で実施するも
のです。

京極高次ゆかりの釣
つりどうろう

燈籠

９時～16時30分

【コーナー展示】

10/5水～30日

９時～16時30分

【コーナー展示】

10/12水～30日



BOOK INFORMATION
そうだ

図書館に

行こう♪

そうだ

図書館に

行こう♪

話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

10月

10 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

今 津 図 書 館
f(22)3827 休 休 話 休 話 休

安曇川図書館
f(32)4711 話 休 休 休 話 休 休

マキノ図書館
f(27)0350 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休

朽木図書サロン
f(38)2324 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
f(25)2811 話 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

高 島 図 書 室
f(36)2160 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休
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平成23年８月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
松
ま つ む ら

村 伊
い ず み

純 男 7月21日 蛭 口

池
い け だ

田　流
る き あ

希亜 男 7月28日 大 沼

岡
お か も と

本 大
や ま と

和 男 8月22日 沢

  今　　　津
中
な か む ら

村 　 昴
すばる

男 7月27日 舟 橋

中
な か む ら

村 澪
れ い や

弥 男 7月31日 弘 川

古
ふ る か わ

川 桃
も も な

菜 女 8月 5日 弘 川

堀
ほ り い

井 信
し ん じ

司 男 8月 5日 桜 町

中
な か が わ

川 莉
り

玖
く
男 8月10日 南新保

石
い し く ら

倉 壮
そ う ま

真 男 8月11日 弘 川

氏　名 性別 生年月日 ところ

前
ま え が わ

川 　 惺
さとる

男 8月12日 日置前

工
く む ら

村　咲
さ な と

夏翔 男 8月15日 今 津

一
い ち ま ん

幡 颯
そ う た

汰 男 8月20日 今 津

  新　　　旭
田
た な か

中 　 涼
りょう

男 7月27日 饗 庭

石
い し だ

田 愛
ま

菜
な
女 7月28日 熊野本

大
おおこうち

河内　　　浬
かいり

男 8 月 8日 北 畑

西
に し か わ

川 順
じ ゅ ん な

菜 女 8月 8日 旭

山
や ま も と

本 真
ま

生
お
女 8月13日 熊野本

松
ま つ い

井 奏
そ う ま

磨 男 8月16日 針 江

  安　曇　川

氏　名 性別 生年月日 ところ

海
か い と う

東 健
つ よ し

志 男 7月19日 中 央

前
ま え か わ

川 斗
と う ま

真 男 7月25日 中 央

八
は っ た

田 遊
ゆ

楽
ら
女 8 月 4日 田 中

田
た な か

中 蒼
あ

彩
い
女 8 月 9日 南古賀

安
あ ん び る

蒜　にちか 女 8月13日 末 広

岡
お か ざ き

﨑　あぐり 女 8月22日 中 野

中
な か い

井 涼
す ず か

椛 女 8月22日 川 島

  高　　　島
山
や ま だ

田 さ な 女 8月 6日 高 島

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
蕪
か ぶ ら ぎ

木 ソ ノ 女 89 海 津

河
こ う の

野 ア キ 女 92 野 口

駒
こ ま い

井 清
き よ の り

則 男 88 西 浜

鳥
と り い

居 憲
け ん ぞ う

三 男 81 知 内

仁
に い だ

井田　和
か ず こ

子 女 70 海 津

橋
は し も と

本 さ つ 女 97 知 内

  今　　　津
赤
あ か お

尾 富
と み お

尾 女 91 日置前

足
あ だ ち

立 幸
ゆ き え

枝 女 81 藺 生

岩
い わ さ

佐 万
ま

亀
き

女 98 浜 分

小
お が わ

川 榮
え い じ

治 男 81 弘 川

高
た か は し

橋 良
よ し こ

子 女 73 名小路

鳥
と り い

居 洋
よ う こ

子 女 79 弘 川

森
も り た

田 淺
あ さ え

江 女  76 浜 分

人

平成23年8月31日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,519人（　-68）
- - - - - - - - - - - - - 53,451人

氏　名 性別 年齢 ところ

山
や ま ぐ ち

口 靜
し ず お

生 男 86 梅 原

  新　　　旭
青
あ お き

木　こず江
え

女 52 新 庄

稲
い な が き

垣 　 茂
しげる

男 91 新 庄

上
う え は ら

原 さ き 女 99 針 江

中
な か む ら

村 美
み

津
つ

女 102 饗 庭

林
はやし

　 雅
ま さ い ち

市 男 87 太 田

林
はやし

　　　弥
やいちろう

一郎 男 64 太 田

東
ひがしやま

山 よ ね 女 81 太 田

福
ふ く だ

田 兵
ひょうきち

吉 男 92 旭

松
ま つ お か

岡　スヱ子
こ

女 98 安井川

松
ま つ だ い

代 茂
し げ ひ ろ

宏 男 54 新 庄

宮
み や が わ

川 仁
ひ と か ず

一 男 81 旭

  安　曇　川
石
い し ぐ ろ

黒 千
ち

代
よ

女 101 下古賀

氏　名 性別 年齢 ところ

金
か ね だ

田 ハ ナ 女 93 四津川

福
ふ く い

井 　 清
きよし

男 84 常磐木

保
や す い

井　美
み よ こ

代子 女 81 常磐木

萬
ゆ る ぎ

木 し を 女 103 横江浜

横
よ こ い

井 清
き よ か ず

和 男 79 南古賀

  高　　　島
澤
さ わ い

井 き よ 女 81 勝 野

清
し み ず

水 俊
と し た か

隆 男 60 勝 野

仁
に

賀
が

き ぬ 女 100 勝 野

  朽　　　木
生
お い す ぎ

杉　ヨシエ 女 83 栃 生

髙
た か ぎ
木 ひ で 女 94 平 良

田
た な か

中　榮
えいのじょう

之焏 男 88 宮前坊

たかしま
　  の
人の動き

- - - 53,896人（-445）
- - - - - - - - - - - - - 26,051人
- - - - - - - - - - - - - 27,400人
- - - - - - - - - - - - - 19,820世帯

窓口だより

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

納付のお知らせ10月

▼国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・
　市県民税の特別徴収（年金からのお支払い）の皆さん
10月14日受け取りの年金から保険税（料）・市県民税が天引きされます。

■納期限までに納めましょう。納期限までに納付されない場合
は、督促手数料や延滞金が加算されることになります。

■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

項　目 期　別 納期限
市 ・ 県 民 税（普通徴収） 第3期

10月31日
国民健康保険税（普通徴収） 第7期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第7期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第4期

今津図書館
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

図書館利用者のオススメ
の一冊を、本の感想とあ
わせてご紹介します。

オススメの一冊私
の

　昭和28年、冬期の気象観測を成功する為に、厳
冬の富士山頂で観測を行なった野中到、千代子夫
妻の物語である。
　富士山頂での想像を絶する寒さや、病気と闘い
ながら夫を助け、２時間おきの気象観測を続けて
いく。そして病気に倒れ、死を覚悟した夫に『耐
えるのよ。頑張るんだわ。私たちにとって、いま
が一番つらい時なのよ』と励ます。
　千代子に明治の女性の強さをみるようだ。
　あきらめない強さと勇気を教えてくれる一冊だ
と思う。 （安曇川町　平田ます子さん）

新田次郎／著　文藝春秋『芙
ふよう

蓉の人』

『宮沢賢治　雨ニモマケズという祈り』
重松清　澤口たまみ　小松健一／著　（新潮社）

　作品を貫く世界観や
言葉づかいの秘密、秘
められた恋の真実も新
証言により明らかに！  
宮沢賢治を知るための
情報満載。

『酒粕レシピ
　からだにやさしい発酵食料理100』

　酒粕にはたんぱく
質、ミネラル、ビタミ
ンＢ群、アミノ酸、食
物繊維などが豊富。だ
から美容にもいい。酒
粕をいろんな料理と組
み合わせて美容と健康
に花まる。

やまはたのりこ／著（講談社）

『ともしび　被災者から見た被災地の記録』

　東北地方太平洋沖地
震による震災直後から
多くの被災者の言葉に
耳を傾け寄り添い、そ
の思いを発信したのは
被災地の新聞社でし
た。地元密着の地方紙
がみた３月11日。

シュ－プレス／編・著　（小学館）

下地敏雄／著（朝日新聞出版）

　「子育てには、みん
な悩んでいるんです。
だから大丈夫、心配い
りませんよ！」のメッ
セ－ジに気持ちが軽く
なります。

『下地先生の　お母さま、大丈夫ですよ』
◆エントランス展示
　「ませ郁子作品展
　　　私の愛しき人形たち」
【期間】１日（土）～31日（月）
◆エントランス展示
　「滋賀県平和祈念館開設準備室
　　　　　　　平和祈念パネル展」
【期間】19日（水）～11月1日（火）

安曇川図書館
◆展示「布遊び色遊び展」
【期間】22日（土）～23日（日）
◆展示「絵てがみとやきもの作品展」
【期間】28日（金）～30日（日）

「信じよう、本の力」

安曇川図書館は、蔵書点検のため、
３日（月）を臨時休館とします。

【日時】14日（金）14時～15時
◆かけはし「朗読会」

　『ねこのピリカとまどのほし』
と『すてきなぼうしやさん』か
ら25作品を展示します。
【期間】７日（金）～16日（日）　
　　　　10時～18時
　　　　（最終日は17時まで）
【場所】今津図書館　視聴覚室
※入場無料
※9日、10日、15日、16日いずれ
も14時～14時30分に、原画の
前で「おはなし会」を行います。

絵本作家  市居みか さんイベント
 ○絵本原画展

○絵本ライヴ

2011   読書週間
10月27日～11月９日

　音楽に合わせて、絵本を読んだ
り、絵本づくりのひみつをお見せ
します。小さなお子様も一緒に絵
本の世界を楽しみましょう。
【日時】８日（土）14時～16時
【場所】  今津図書館　視聴覚室
 （要申込、定員50人、無料）

お誕生おめでとう！（出生）
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編集者のつぶやき
▼９月に入り大型の台風が続き、日本
各地に甚大な被害を与えました。自然
の脅威を改めて感じさせられます。
▼表紙は、マキノ東小学校の自然教室
のようす。５・６年生が２日間にわた
り、カヌーで湖上往復約30kmを漕波
しました。長い道のりを経てゴールし
た子どもたちは、達成感でいっぱいの
顔に。自然や地域に触れ、友だちと協
力することの大切さを学ばれました。

（広報担当S）

▲信長の大船（想像図）

　

元
亀
４
年
（
１
５
７
３
）
５
月
22
日
、

織
田
信
長
は
、
将
軍
足
利
義
昭
が
戦
備

を
整
え
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
た
め
、

彦
根
の
佐
和
山
城
下
の
松
原
に
お
い
て
、

急き
ゅ
う
き
ょ

遽
、
巨
大
な
船
の
建
造
に
取
り
か
か
り

ま
す
。

　
『
信し

ん
ち
ょ
う
こ
う
き

長
公
記
』
に
よ
る
と
、
信
長
は
大

船
の
建
造
に
あ
た
り
、
の
ち
に
安
土
城
天

主
建
設
の
大だ

い
く
が
し
ら

工
頭
を
務
め
る
岡お

か
べ
ま
た
え
も
ん

部
又
右
衛
門

を
棟と

う
り
ょ
う梁に

任
命
し
ま
す
。

　

船
は
「
長
さ
30
間
（
約
60
ｍ
）、
幅
７
間

（
約
14
ｍ
）
と
し
、
艪ろ

を
１
０
０
挺て

い

備
え
さ

せ
、
艫と

も

（
船
尾
）
と
舳へ

さ
き（

船
首
）
に
櫓や

ぐ
ら（

展

望
が
き
く
背
の
高
い
建
物
）
を
つ
く
り
、
堅

固
な
つ
く
り
」
に
す
る
よ
う
又ま

た
え
も
ん

右
衛
門
に
命

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
も
昼
夜
を
問
わ

ず
、
現
場
を
監
督
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

船
は
同
年
７
月
５
日
に
完
成
し
、
そ
の
大
き

さ
は
多
く
の
人
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
大
船
は
、
現
在
、
琵
琶
湖

に
浮
か
ぶ
船
の
中
で
、
最
も
大
き
い
「
ビ
ア

ン
カ
」
が
全
長
約
66
ｍ
・
幅
約
12
ｍ
な
の
で
、

ほ
ぼ
こ
れ
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
で
す
。

　

７
月
26
日
、
信
長
は
こ
の
大
船
に
乗
っ
て

高
島
郡
に
出
陣
し
ま
す
。

　

現
在
、
高
島
市
内
に
残
る
田
屋
城
、
清
水

山
城
、
田
中
城
の
中
心
地
か
ら
は
、
琵
琶
湖

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
時
も
大

船
で
信
長
が
攻
め
て
く
る
様
子
が
、
こ
れ
ら

の
城
か
ら
も
う
か
が
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
信
長
公
記
』
に
は
、
高
島
郡
の
攻
撃
の

様
子
に
つ
い
て
「
陸
か
ら
木
戸
・
田
中
両
城

を
攻
め
、
琵
琶
湖
か
ら
も
大
船
を
つ
け
、
信

長
直
属
の
馬う

ま
ま
わ
り廻（

騎
馬
の
武
士
）
に
よ
っ
て

攻
め
た
た
め
、
城
主
は
降
参
し
、
城
を
退
い

た
。
信
長
は
木
戸
・
田
中
両
城
を
明
智
光
秀

に
与
え
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
信
長
は
、
高
島
郡
内
の
浅
井
久

政
・
長
政
の
知ち

ぎ
ょ
う
し
ょ

行
所
（
領
地
）
に
馬
を
す
す

め
た
の
ち
、林
与よ

じ
ざ
え
も
ん

次
左
衛
門（
員か

ず
き
よ清
）の
所（
打

下
）
に
陣
を
お
き
、
高
島
郡
内
に
兵
を
放
っ

て
放
火
さ
せ
、
高
島
郡
を
攻
略
し
ま
し
た
。

　

文
献
上
に
見
ら
れ
る
大
船
の
利
用
は
二
度

限
り
で
、
天
正
４
年
（
１
５
７
６
）
に
、
信

長
は
「
大
船
入
ら
ず
（
＝
不
要
）」
と
し
、

早
舟
10
艘そ

う

に
造
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

　

理
由
と
し
て
、義
昭
が
没
落
し
た
こ
と
や
、

近
江
の
支
配
が
安
定
し
、
こ
の
年
に
安
土
城

の
築
城
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
船

を
軍
事
的
に
、
そ
し
て
威い

あ
つ圧

的
に
利
用
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
移

動
が
目
的
の
早
舟
に
造
り
替
え
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

信
長
に
と
っ
て
高
島
郡
の
攻
略
は
、
近
江

平
定
へ
の
大
き
な
足
が
か
り
と
な
り
ま
し

た
。
約
半
月
後
に
小
谷
か
ら
敗
走
す
る
朝
倉

氏
を
、
さ
ら
に
半
月
後
に
は
浅
井
氏
を
小
谷

城
に
攻
め
滅
ぼ
し
ま
す
。
高
島
の
佐
々
木
一

族
は
、
織
田
信
長
と
の
攻
防
の
中
で
、
い
か

に
行
動
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

10
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
開
催
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
高
島
の
佐
々
木
七
氏
と
清

水
山
城
』
で
は
、
浅
井
・
朝
倉
氏
と
の
関
わ

り
を
交
え
つ
つ
、
佐
々
木
一
族
の
活
躍
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
は
、
広
報
９

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

h
文
化
財
課　

f（
３
２
）４
４
６
７

織
田
信
長
、

　

大
船
で
高
島
を
攻
め
る


